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は
じ
め
に

　

平
安
時
代
の
蔵
人
は
、
天
皇
へ
の
日
常
奉
仕
や
種
々
の
儀
式
・
行
事

の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
合
わ
せ
て
、
種
々
の
装
束
を
着
用
し
た
。
本
稿

は
、
平
安
中
・
後
期
の
蔵
人
の
活
動
と
服
装
と
の
関
係
に
焦
点
を
当
て

て
、
蔵
人
の
装
束
着
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
天
皇
と
蔵
人
集
団
の

紐
帯
の
特
質
を
服
装
の
面
か
ら
解
明
す
る
素
材
を
提
供
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
平
安
貴
族
と
服
装
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
生
活
文
化
の
国

風
化
に
伴
う
「
束
帯
」
の
成
立
、
天
皇
と
の
恩
寵
関
係
で
取
り
結
ば
れ

た
宮
廷
貴
族
（
公
卿
・
殿
上
人
・
蔵
人
）
の
特
権
的
装
束
で
あ
る
「
禁

色
」「
雑
袍
」
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
勤
務
実
態
に
即

し
た
装
束
の
使
い
分
け
や
着
替
え
に
つ
い
て
論
じ
た
研
究
、
ま
た
蔵
人

の
装
束
の
特
質
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た（

１
）。
こ

平
安
中
・
後
期
に
お
け
る
蔵
人
の
装
束
着
用
の
実
態孟

　
　
　
　
　
　
　
　
瑜

の
よ
う
な
研
究
状
況
の
な
か
、
私
は
前
稿
で（
２
）、
古
記
録
を
主
た
る
材
料

に
、平
安
時
代
の
貴
族
た
ち
が
内
裏
を
中
心
に
勤
務
す
る
と
き
に
、様
々

な
場
面
で
異
な
る
服
装
で
勤
仕
す
る
実
態
に
つ
い
て
論
じ
、
平
安
貴
族

が
勤
仕
場
所
・
勤
仕
内
容
に
応
じ
て
、
し
ば
し
ば
着
替
え
を
行
っ
て
い

た
こ
と
、
着
替
え
る
場
所
は
内
裏
内
の
各
自
の
宿
所
で
あ
る
こ
と
な
ど

の
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
前
稿
発
表
後
、
中
井
真
木
氏
『
王
朝
社
会
の
権
力
と
服
装

―
直
衣
参
内
の
成
立
と
意
義（

３
）』
が
刊
行
さ
れ
た
。
同
書
は
、雑
袍
勅
許
、

直
衣
で
の
参
内
と
直
衣
始
の
成
立
に
関
す
る
す
ぐ
れ
た
研
究
で
あ
り
、

殿
上
人
の
宿
衣
が
直
衣
で
あ
る
こ
と
や
公
卿
の
直
衣
参
内
に
つ
い
て
教

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
か
し
、
公
卿
・
殿
上
人
の
直
衣
着
用
に

焦
点
を
当
て
て
論
じ
て
い
る
の
で
、
蔵
人
の
装
束
に
つ
い
て
は
第
二
章

「
雑
袍
勅
許
」
以
外
で
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
。

　

本
稿
で
は
前
稿
で
の
考
察
を
踏
ま
え
、
蔵
人
の
勤
務
手
引
き
で
あ
る
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束
帯
の
構
成
装
束
（
半
臂
・
下
襲
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
論
点

で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
触
れ
な
い
。

　

以
下
、
引
用
史
料
中
の
〈
〉
は
割
書
、（
）
と
傍
線
は
筆
者
の
補
足

で
あ
る
。一　

蔵
人
の
日
常
的
勤
務
に
お
け
る
服
装

１　

蔵
人
新
任
儀
礼
に
お
け
る
装
束

①
『
侍
中
群
要
』「
第
一　

蔵
人
初
参
事
」
か
ら

　

蔵
人
の
勤
務
の
手
引
き
書
で
あ
る
『
侍
中
群
要（

４
）』
に
は
、勤
務
場
所
・

勤
務
場
面
に
お
け
る
蔵
人
の
服
装
の
使
い
分
け
や
着
替
え
に
つ
い
て
、

詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
ま
ず
「
第
一　

蔵
人
初
参
事
」
に
お
け
る
五
位

六
位
の
新
蔵
人
の
行
動
を
服
装
に
焦
点
を
当
て
て
み
て
み
よ
う
。

蔵
人
初
参
事

於
二
腋
陣
一
招
二
得
意
蔵
人
一
、令
レ
奏
二
慶
賀
一
、帰
出
仰
二
聞
食
由
一
、

微
音
称
唯
、
即
拜
舞
、〈
先
再
拜
、
若
有
官
者
笏
置
二
左
手
一
下
レ

地
レ
之
、
起
左
右
左
、
次
乍
レ
立
垂
レ
袖
左
右
左
、
次
臥
左
右
左
、

次
乍
レ
居
小
揖
、次
乍
レ
立
再
拜
、次
乍
レ
立
揖
、〉
随
二
得
意
之
目
一
、

入
二

殿
上
口
一
、〈
若
有
官
可
二

置
レ

笏
并
解
レ

釼
等
一
、〉
到
二

履

脱
一

レ々
履
、
居
二
小
壁
之
後
一
、
次
先
達
蔵
人
開
レ
簡
付
レ
簡
、
了

即
封
、〈
是
封
後
事
也
、〉
良
久
之
後
、
随
二
得
意
之
目
一
、
退
二
下

直
廬
一
、〈
或
退
出
、
今
夜
若
有
二
宿
侍
一
、
随
二
上
﨟
指
示
一
、
著
二

宿
衣
一
即
可
レ
昇
、〉
通
夜
、〈
此
間
近
来
不
レ
脱
レ
袍
云
々
、〉
後
朝

会
二
日
給
一
、逐
電
退
下
、束
帯
即
昇
殿
、頃
之
随
二
得
意
示
一
退
出
、

『
侍
中
群
要
』
を
主
た
る
素
材
と
し
、
他
の
儀
式
書
や
古
記
録
の
具
体

例
で
確
認
し
な
が
ら
、
内
裏
を
中
心
と
し
た
蔵
人
の
活
動
と
服
装
の
関

係
に
つ
い
て
、
勤
務
の
性
質
や
場
所
の
違
い
に
よ
っ
て
異
な
る
蔵
人
の

服
装
の
実
態
に
即
し
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

本
稿
で
使
う
装
束
名
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
。

束
帯　

表
衣
（
袍
）、
半
臂
、
下
襲
、
表
袴
、
大
口
、
石
帯
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
貴
族
官
人
の
正
装
の
公
服
。
公
式
に
は
位
階
に
も
と
づ
く
官

人
序
列
の
視
覚
表
現
で
あ
る
位
袍
を
着
す
。
冠
を
着
け
笏
を
持
つ
。
公

卿
お
よ
び
「
禁
色
宣
旨
」
を
受
け
た
殿
上
人
・
蔵
人
に
は
、
位
階
秩
序

を
逸
脱
し
た
「
禁
色
」
を
殿
上
で
着
用
す
る
こ
と
が
特
権
的
に
認
め
ら

れ
た
。

布
袴　

束
帯
の
構
成
か
ら
、
表
袴
・
大
口
を
指
貫
・
下
袴
に
代
え
た
装

束
で
あ
り
、布
袴
束
帯
、略
し
て
布
袴
と
い
う
。
冠
を
着
け
笏
を
持
つ
。

衣
冠　

束
帯
の
構
成
か
ら
下
襲
・
半
臂
・
石
帯
を
省
き
、
表
袴
・
大
口

の
か
わ
り
に
指
貫
・
下
袴
を
は
く
略
式
の
装
束
で
あ
る
。
冠
を
か
ぶ
り
、

扇
を
持
つ
。
宿
直
装
束
と
し
て
着
用
す
る
。
布
袴
と
の
違
い
は
、半
臂
・

下
襲
を
着
け
な
い
こ
と
、
笏
に
換
え
て
扇
も
持
つ
こ
と
で
あ
る
。

直
衣　

天
皇
以
下
、
上
級
貴
族
の
日
常
着
。
表
衣
（
袍
）、
下
袴
、
指

貫
で
構
成
さ
れ
、
烏
帽
子
を
被
り
扇
を
持
つ
。
位
色
と
は
関
係
な
く
好

み
の
色
彩
の
袍
を
着
用
す
る
こ
と
か
ら
雑
袍
と
も
い
う
。
日
常
着
と
し

て
は
服
色
・
生
地
に
規
制
は
な
い
。
公
卿
お
よ
び
「
雑
袍
宣
旨
」
を
受

け
た
殿
上
人
・
蔵
人
頭
に
は
内
裏
殿
上
で
宿
直
装
束
と
し
て
着
用
す
る

こ
と
が
特
権
的
に
許
さ
れ
た
。

　

な
お
、
表
衣
（
袍
）
の
生
地
（
綾
織
物
か
平
絹
か
）、
表
衣
以
外
の
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初
参
」）。

　

新
蔵
人
が
宿
直
す
る
最
初
の
数
日
間
、
も
と
も
と
は
袍
を
脱
い
で
い

た
が
、「
近
来（

６
）」
は
ず
っ
と
袍
を
着
た
ま
ま
で
宿
直
す
る
。
新
蔵
人
が

宿
直
し
た
翌
朝
、日
給
簡
に
付
け
て
貰
っ
た
あ
と（
第
一　
「
日
給
事
」）、

急
い
で
「
直
廬
」
に
退
下
し
、「
束
帯
」
に
着
替
え
て
殿
上
の
間
に
昇
り
、

許
可
が
下
り
た
ら
「
退
出
」（
帰
宅
）
す
る
。
退
出
時
は
「
束
帯
」
で

あ
る
。

　

新
蔵
人
は
、
最
初
の
三
日
間
は
宿
直
開
け
に
上
﨟
蔵
人
に
断
ら
ず
に

（「
束
帯
」
で
）
そ
の
ま
ま
退
出
（
帰
宅
）
し
て
い
い
が
、
そ
の
後
は
上

﨟
蔵
人
に
断
っ
て
か
ら
退
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
任
意
」
に
出

入
り
し
て
は
い
け
な
い
。
夕
刻
に
束
帯
で
「
帰
参
」（
参
内
）
し
、
い

つ
も
ど
お
り
宿
直
に
付
く
。
新
蔵
人
た
る
も
の
、初
参
以
後
数
日
間
は
、

早
朝
に
「
束
帯
」
で
「
退
出
」（
帰
宅
）
し
、「
帰
参
」（
参
内
）
の
と

き
は
ま
た
「
束
帯
」
で
参
内
し
、「
近
代
」
は
「
宿
衣
」
着
用
が
許
さ

れ
て
も
、
蔵
人
頭
ま
た
は
上
﨟
蔵
人
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
当
番
の
日

の
朝
候
で
は
「
布
袴
」
を
着
用
す
る
。
蔵
人
に
補
任
さ
れ
た
二
、三
日

後
に
よ
う
や
く
「
宿
衣
」
で
当
番
勤
務
す
る
（「
第
一　

初
参
」）。

　

新
蔵
人
た
る
も
の
、
束
帯
を
着
る
の
を
「
善
」
と
す
る
。
特
に
蔵
人

頭
が
束
帯
の
時
は
束
帯
を
着
る
。
新
蔵
人
が
宿
衣
で
殿
上
間
に
い
る
と

き
に
蔵
人
頭
が
束
帯
で
参
入
し
た
ら
、
す
ぐ
に
宿
所
に
「
退
下
」
し
て

す
ば
や
く
束
帯
に
着
替
え
、
急
い
で
殿
上
間
に
上
が
る
。

②
禁
色
宣
旨
と
吉
書
奏

　

と
こ
ろ
で
新
蔵
人
が
奏
慶
す
る
と
き
の
服
装
に
つ
い
て
、『
侍
中
群

凡
三
箇
日
不
レ
觸
二
障
申
一
〈
天
〉
退
出
、
其
後
雖
レ
不
レ
従
レ
事
、

出
入
不
二
任
意
一
、
或
随
二
上
﨟
気
色
一
退
出
、
臨
昏
束
帯
帰
参
、

宿
侍
如
レ
前
、〈
凡
新
蔵
人
初
参
以
後
、
及
二
数
日
一
、
早
旦
束
帯

退
出
、
帰
参
時
亦
以
束
帯
、〉
随
二
貫
首
及
上
﨟
蔵
人
気
色
一
、
当

番
日
朝
候
、〈
布
袴
、〉
漸
以
著
二
宿
衣
一
、
凡
新
蔵
人
早
速
束
帯

為
レ
善
、
就
中
於
二
宿
衣
一
候
二
殿
上
一
間
、
貫
首
束
帯
〈
天
〉
被
レ

参
〈
波
〉、
登
時
退
下
逐
電
〈
天
〉、
束
帯
営
上
、
若
有
レ
承
二
行

事
一
、
無
二
傍
人
一
者
、
於
二
御
膳
宿
之
辺
一
立
穏
、
令
レ
見
二
憚
申

気
色
一
、
又
同
有
レ
承
二
行
事
一
、
可
レ
下
レ
殿
〈
波
〉、
雖
二
上
﨟
一

觸
二
事
由
一
、
可
二
退
下
一
之
、

　

五
位
蔵
人
で
あ
れ
六
位
蔵
人
で
あ
れ
、
新
蔵
人
は
、「
腋
陣
」（
安
福

殿
南
庇
＝
「
北
脇
」
の
右
腋
門
の
陣（

５
））
で
担
当
蔵
人
を
通
し
て
慶
賀
を

奏
し
、
拝
舞
の
後
、
清
涼
殿
の
殿
上
口
に
入
り
小
壁
の
後
ろ
で
待
機
す

る
。
案
内
役
の
蔵
人
に
日
給
簡
に
名
前
を
付
け
て
貰
っ
て
、
新
蔵
人
は

「
直
廬
」（
蔵
人
宿
所
）
に
退
下
す
る
。
あ
る
い
は
「
退
出
」（
帰
宅
）

す
る
。
こ
こ
ま
で
は
新
蔵
人
の
服
装
に
つ
い
て
記
述
は
な
い
が
、
殿
上

口
に
入
る
と
き
、
有
官
な
ら
ば
、（
束
帯
の
さ
い
に
持
つ
）
笏
を
置
き

太
刀
を
解
く
と
あ
る
か
ら
、
新
蔵
人
の
初
め
て
の
出
仕
（
昇
殿
）
の
装

束
は
、（
自
邸
か
ら
参
内
し
た
と
き
の
）「
位
袍
」
の
「
束
帯
」
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

直
廬
に
退
下
し
た
新
蔵
人
は
、
初
夜
か
ら
宿
直
す
る
場
合
、
上
﨟
蔵

人
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
、
直
廬
＝
宿
所
で
「
束
帯
」
か
ら
「
宿
衣
」

に
着
替
え
て
急
い
で
昇
殿
し
（「
臨
二
深
更
一
随
二
上
﨟
命
一
下
二
直
廬
一
、

脱
二
装
束
一
着
二
宿
衣
一
、
逐
電
昇
殿
」）、
夜
通
し
宿
直
す
る
（「
第
一　
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二
十
八
日
、
鳥
羽
殿
に
参
入
し
て
鳥
羽
上
皇
に
慶
賀
を
申
し
た
。
す
で

に
頭
弁
藤
原
光
頼（

７
）か
ら
禁
色
宣
下
を
受
け
て
い
た
新
蔵
人
雅
頼
は
禁
色

（
麹
塵
袍
）
と
「
赤
色
下
襲
、
黒
半
臂
、
縮
線
綾
表
袴
」
を
着
用
し
て

い
た
。
雅
頼
が
平
信
範
に
、「
今
日
は
『
平
絹
装
束
』
を
着
て
拝
賀
し
て
、

後
日
、
吉
日
を
選
ん
で
『
禁
色
』
装
束
を
着
て
吉
書
奏
に
奉
仕
す
べ
き

で
あ
っ
た
。
し
か
し
後
白
河
天
皇
の
代
始
で
『
公
事
繁
多
』
だ
か
ら
、

新
五
位
蔵
人
の
就
任
儀
礼
を
作
法
ど
お
り
順
番
に
や
っ
て
い
る
わ
け
に

は
行
か
な
い
。
先
例
を
調
べ
て
早
め
に
『
禁
色
宣
旨
』
を
出
し
て
貰
っ

た
の
で
、
今
日
す
ぐ
に
禁
色
を
着
て
鳥
羽
院
に
拝
賀
し
て
吉
書
奏
を

行
っ
た
。」、
と
語
っ
た
（『
兵
範
記
』
同
日
条
）。
五
位
蔵
人
へ
の
禁
色

宣
旨
が
、
天
皇
か
ら
蔵
人
頭
を
通
し
て
下
さ
れ
て
い
る
。
雅
頼
の
発
言

か
ら
、
院
政
期
に
は
蔵
人
は
禁
色
宣
旨
を
受
け
た
後
、
新
帝
の
も
と
に

で
は
な
く
、
ま
ず
院
の
も
と
に
参
上
し
て
奏
慶
・
吉
書
奏
を
行
っ
て
い

る
こ
と
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
『
侍
中
群
要
』
の
「
第
二　

禁
色
宣
旨
」
は
、「
第
一
」
の
「
初
補
」

以
下
の
事
項
の
次
ぎ
に
位
置
し
、「
第
二　

吉
書
奏
」
の
前
に
位
置
し

て
お
り
、
新
蔵
人
に
与
え
ら
れ
る
「
禁
色
宣
旨
」
の
こ
と
を
規
定
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
記
事
は
、「
禁
色
・
雑
袍
宣
旨
、
三
人
已
上
書
其

名
下
給
、
三
人
以
下
依
レ
仰
口
伝
云
々
、」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
雑
袍

に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
措
い
て
お
く
と
し
て
、「
禁
色
宣
旨
」
は
、
新

蔵
人
が
三
人
以
上
の
場
合
は
宣
旨
書
が
本
人
に
下
さ
れ
る
が
、
三
人
以

下
の
場
合
は
仰
せ
を
う
け
た
蔵
人
が
口
頭
（
口
宣
）
で
新
蔵
人
に
伝
え

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
宣
旨
書
に
せ
よ
口
頭
に
せ
よ
、
新
蔵
人
本
人
に

禁
色
を
許
す
場
合
、
本
人
へ
の
通
達
は
、
上
卿
を
介
す
る
こ
と
な
く
天

要
』「
第
九　

蔵
人
拜
官
事
」
の
中
で
、

無
官
蔵
人
拜
官
、
奏
慶
不
レ
著
二
禁
色
一
、〈
為
二
地
下
一
也
〉、
待
二

後
宣
旨
一
参
入
之
時
著
二
禁
色
一
、
令
レ
奏
二
慶
由
一
、
参
入
之
後
経
二

両
三
日
一
奏
二
文
書
一
、
供
二
御
膳
一
、

と
あ
る
。
無
官
の
（
六
位
）
蔵
人
が
任
官
し
た
場
合
、
位
袍
を
着
て
任

官
の
奏
慶
を
し
た
後
、
禁
色
宣
旨
を
待
っ
て
あ
ら
た
め
て
禁
色
を
着
し

て
天
皇
御
前
に
参
入
し
、
今
度
は
蔵
人
と
し
て
の
奏
慶
を
す
る
。
禁
色

を
着
し
て
天
皇
御
前
で
奏
慶
し
て
か
ら
数
日
後
に
は
じ
め
て
文
書
（
吉

書
）
を
奏
し
、
は
じ
め
て
陪
膳
に
奉
仕
す
る
。

　

こ
こ
で
は
無
官
蔵
人
が
官
職
に
就
い
た
場
合
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る

が
、
禁
色
宣
旨
→
禁
色
着
用
→
奏
慶
→
吉
書
奏
・
陪
膳
と
い
う
流
れ
は
、

は
じ
め
て
五
位
蔵
人
・
六
位
蔵
人
に
補
任
さ
れ
た
新
蔵
人
で
も
、
ま
た

は
じ
め
て
蔵
人
頭
に
補
さ
れ
た
と
き
で
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。

　

院
政
期
に
な
る
が
、
具
体
例
を
二
つ
あ
げ
よ
う
。
ま
ず
保
安
元
年

（
一
一
二
〇
）
十
一
月
二
十
九
日
に
藤
原
顕
頼
は
五
位
蔵
人
に
補
任
さ

れ
（『
中
右
記
』
同
日
条
）、
三
日
後
の
十
二
月
二
日
、
五
位
蔵
人
補
任

の
慶
び
を
申
し
た
。
こ
の
日
は
顕
頼
の
衰
日
で
あ
り
、
衰
日
に
慶
を
申

す
の
は
好
ま
し
く
な
い
が
、
父
顕
隆
の
命
で
あ
え
て
奏
慶
し
た
。
慶
び

を
申
す
と
き
顕
頼
は
、
無
文
の
装
束
を
着
し
て
い
た
、
そ
の
後
で
顕
頼

に
禁
色
宣
旨
が
下
さ
れ
、宣
旨
を
も
ら
っ
た
後
に
綾
装
束
（
禁
色
装
束
）

を
着
し
て
吉
書
を
申
し
て
い
る
（『
中
右
記
』
同
日
条
）。

　

ま
た
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
七
月
二
十
三
日
の
近
衛
天
皇
崩
御
、

翌
日
の
後
白
河
天
皇
即
位
の
の
ち
、
藤
原
雅
頼
は
八
月
二
十
三
日
に
新

帝
の
五
位
蔵
人
に
補
さ
れ
（『
兵
範
記
』
同
日
条
）、
そ
の
五
日
後
の
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随
レ
便
服
レ
之
」
と
あ
る
）、
禁
色
と
は
青
色
＝
麹
塵
だ
っ
た
こ
と
が
、

こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

　

後
述
す
る
と
お
り
『
侍
中
群
要
』「
第
五　

装
束
蔵
人
事
」
に
蔵
人

は
勅
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
と
き
、
天
皇
か
ら
下
さ
れ
た
「
御
直
衣
」

を
着
用
す
る
と
あ
る
。
蔵
人
が
天
皇
か
ら
下
賜
さ
れ
る
「
禁
色
」
は
、

御
直
衣
の
麹
塵
袍
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
禁
色
宣
旨
」

を
受
け
た
新
蔵
人
が
束
帯
の
表
衣
と
し
て
着
用
す
る
「
禁
色
」
も
、
天

皇
が
着
た
御
直
衣
の
麹
塵
袍
の
お
下
が
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

蔵
人
の
禁
色
＝
麹
塵
袍
着
用
は
、
天
皇
と
蔵
人
と
の
恩
寵
関
係
を
表
象

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
新
蔵
人
（
頭
）
が
禁
色
宣
旨
を
受
け
た
と
き
、
天
皇
御
装
束
の

（
と
き
に
摂
関
の
）「
下
襲
・
半
臂
・
表
袴
」
が
下
賜
さ
れ
る
事
例
が
多

く
見
ら
れ
る（

（1
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
「
禁
色
勅
許
」
を
、
下
襲
・
半
臂
・
表

袴
な
ど
公
卿
待
遇
の
服
装
を
許
す
こ
と
、
と
す
る
見
解
が
あ
る（

（1
（

。
し
か

し
下
襲
以
下
の
賜
与
は
、
御
直
衣
の
麹
塵
袍
と
セ
ッ
ト
で
下
賜
さ
れ
る

天
皇
御
装
束
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
御
直
衣
の
麹
塵
袍
が
み
な
同

じ
色
調
で
あ
る
の
に
対
し
、
下
襲
以
下
の
御
装
束
の
色
調
は
華
麗
で
個

性
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
貴
族
た
ち
の
関
心
の
的
と
な
り
、
貴
族
の
日
記

に
特
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、新
蔵
人
は
禁
色
宣
旨
を
受
け
る
と
「
天
皇
御
衣
」

を
下
賜
さ
れ
、
慶
賀
を
奏
し
た
数
日
後
に
、
下
賜
さ
れ
た
麹
塵
袍
を
着

て
新
蔵
人
と
し
て
初
め
て
の
天
皇
へ
の
文
書
奏
上
、
す
な
わ
ち
「
吉
書

奏
」
を
行
い
、
ま
た
麹
塵
袍
を
着
て
陪
膳
奉
仕
す
る
の
で
あ
る
。
後
述

す
る
よ
う
に
、
蔵
人
は
夕
御
膳
の
時
は
束
帯
で
陪
膳
す
る
が
、
朝
御
膳

皇
（
ま
た
は
摂
関
）
の
仰
せ
を
上
﨟
蔵
人
が
奉
る
「
蔵
人
方
宣
旨
」
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
前
記
し
た
五
位
蔵
人
藤
原
雅
頼
へ
の
禁
色
宣
旨
を
奉
じ

た
の
は
頭
弁
藤
原
光
頼
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
新
蔵
人
本
人
に
与
え
る
「
蔵
人
方
宣
旨
」
に
よ
る
「
禁
色
宣
旨
」

と
、
上
卿
が
左
衛
門
陣
座
に
着
し
弾
正
台
官
人
を
召
し
て
、
ま
た
左
近

衛
陣
座
に
検
非
違
使
を
召
し
て
伝
達
す
る
「
禁
色
宣
旨（

８
）」
は
区
別
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
天
延
二
年
（
九
七
四
）
四
月
十
日
に
蔵
人
頭
に
補

せ
ら
れ
て
奏
慶
し
た
源
伊
陟
の
場
合
、
一
ヶ
月
近
く
後
の
五
月
八
日
に

な
っ
て
上
卿
か
ら
弾
正
台
官
人
・
検
非
違
使
に
「
禁
色
宣
旨
」
伝
達
さ

れ
て
い
る
が
（『
天
延
二
年
記
』）、
本
人
へ
の
「
禁
色
宣
旨
」
は
補
任

当
日
か
数
日
後
ま
で
に
は
伝
達
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

弾
正
台
は
宮
門
（
建
春
門
）・
閤
門
（
宣
陽
門
）
通
過
者
の
非
違
糺

弾
を
任
務
と
し
て
お
り
（『
延
喜
式
』「
巻
四
一　

弾
正
台
」）、
弾
正
台

に
「
禁
色
宣
旨
」
が
下
さ
れ
る
の
は
、
禁
色
＝
麹
塵
袍
を
着
た
蔵
人
が

両
門
を
通
過
す
る
こ
と
を
認
証
す
る
も
の
で
あ
る
。後
述
す
る
よ
う
に
、

蔵
人
は
勅
使
と
し
て
内
裏
外
に
参
向
す
る
と
き
、
麹
塵
袍
＝
青
色
袍
を

着
用
す
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
禁
色
＝
麹
塵
袍
で
の
両
門
通
過
が
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

注
目
し
た
い
の
は
、『
西
宮
記（

９
）』「
臨
時
六　

侍
中
事
」
に
「
凡
蔵
人

等
着
二
禁
色
一
之
意
、
為
レ
給
二
御
衣
一
也
、」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
蔵

人
が
禁
色
を
着
用
す
る
こ
と
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
天
皇
御
衣
を
下

賜
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
天
皇
着
用
の
服
色
で
、
臣

下
の
着
用
が
許
さ
れ
る
服
色
は
、
青
色
＝
麹
塵
袍
だ
け
で
あ
っ
た
か
ら

（『
西
宮
記
』「
臨
時
三　

衣
」
に
「
青
色
、
帝
王
及
公
卿
以
下
侍
臣
、
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受
け
る
ま
で
は
位
袍
、
禁
色
宣
旨
後
の
奏
慶
、
吉
書
奏
、
御
膳
陪
膳
か

ら
は
麹
塵
袍
で
あ
る
。
た
だ
し
天
皇
が
麹
塵
袍
を
着
て
御
座
所
に
い
る

場
合
は
、
後
述
す
る
と
お
り
必
ず
位
袍
を
着
る（

（1
（

。

（
３
）
宿
直
時
の
装
束
は
宿
衣
で
あ
る
。

と
な
る
。

　

次
節
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
つ
い
て
、
古
記
録
の
記
事
な
ど
の

具
体
例
に
よ
っ
て
確
認
し
よ
う
と
思
う
が
、「
宿
衣
」
が
ど
う
い
う
装

束
な
の
か
に
つ
い
て
は
、『
侍
中
群
要
』
の
記
載
を
含
め
て
検
討
す
る
。

２　

古
記
録
の
事
例
か
ら

①
参
内
・
退
出
時
の
装
束
は
束
帯
で
あ
る　

　

摂
関
・
院
政
期
の
古
記
録
の
記
事
の
中
で
、
蔵
人
が
参
内
す
る
時
の

装
束
の
記
事
は
少
な
い
が
、
参
内
の
と
き
は
原
則
と
し
て
束
帯
で
あ
る

こ
と
が
窺
え
る
。　

　

例
え
ば
『
権
記
』
長
徳
四
年
（
九
九
八
）
三
月
二
十
八
日
条
に
、

暁
修
法
後
夜
未
行
之
前
、
家
僕
等
高
声
称
二
乾
方
焼
亡
之
由
一
、

即
著
二
衣
冠
一
、
騎
二
惟
孝
馬
一
、
馳
二
参
大
内
一
也
、
内
蔵
允
宣
明

宅
強
盗
入
、
相
戦
之
間
放
火
也
云
々
〈
郁
芳
門
北
、
藍
園
路
東
西

宅
、〉
入
レ
自
二
待
賢
門
一
参
二
上
殿
上
一
、
申
二
焼
亡
処
一
、
次
申
二

行
勅
計
一
問
二
宿
侍
之
人
一
、
弾
正
大
弼
白
地
他
行
云
々
、
仍
招
二

集
人
一々
差
二
遣
諸
陣
一
、
…
有
頃
右
近
衛
申
下
焼
亡
細
糞
入
二
神
祇

官
西
庁
瓦
屋
一
焼
由
上
、
即
奏
二
事
由
一
、
…
令
レ
仰
二
検
非
違
使
一

早
可
レ
令
二
撲
滅
一
、
…
追
二
上
雑
人
一
令
レ
免
二
其
災
一
云
々
、
…
仰

云
、
神
祇
官
災
恐
奇
不
レ
少
、
可
レ
令
三
所
司
奉
二
仕
御
卜
一
歟
、
申

は
宿
衣
で
あ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
夕
御
膳
の
陪
膳
奉
仕
は
禁
色
の

束
帯
、
朝
御
膳
の
陪
膳
奉
仕
は
禁
色
の
宿
衣
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。「
禁
色
宣
旨
」・
禁
色
勅
許
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
詳
し
く
論
じ
た

い
。

　

新
蔵
人
は
、
本
章
冒
頭
で
み
た
よ
う
に
補
さ
れ
た
時
点
で
奏
慶
を

行
っ
て
蔵
人
と
し
て
の
勤
務
を
は
じ
め
る
が
、
禁
色
宣
旨
を
受
け
て
御

衣
を
下
賜
さ
れ
る
ま
で
は
、
禁
色
を
着
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
禁

色
宣
旨
を
受
け
る
ま
で
の
期
間
は
、
位
袍
の
束
帯
で
の
日
中
勤
務
に
な

る
。
禁
色
宣
旨
を
受
け
て
あ
ら
た
め
て
慶
賀
を
奏
し
て
は
じ
め
て
禁
色

を
着
用
し
て
勤
務
（
文
書
奏
下
・
陪
膳
）
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

蔵
人
補
任
か
ら
禁
色
宣
旨
ま
で
の
期
間
は
、
数
日
か
ら
そ
れ
以
上
で
あ

る
。③

新
蔵
人
の
儀
礼
行
為
に
お
け
る
装
束
と
日
常
勤
務
に
お
け
る
装
束

　

以
上
み
て
き
た
新
蔵
人
の
着
用
す
る
装
束
は
、
新
蔵
人
と
い
わ
れ
る

期
間
だ
け
の
特
別
に
儀
礼
的
な
装
束
と
み
る
べ
き
で
は
な
く
、
そ
の
後

の
蔵
人
と
し
て
の
通
常
勤
務
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
特
別
な
の
で
あ
っ

て
、
し
た
が
っ
て
蔵
人
と
し
て
の
通
常
業
務
に
お
い
て
も
基
本
的
に
は

新
蔵
人
と
同
じ
装
束
で
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
新

蔵
人
の
装
束
を
五
位
蔵
人
・
六
位
蔵
人
の
日
常
勤
務
の
装
束
と
し
て
一

般
化
す
れ
ば
、

（
１
）
蔵
人
の
参
内
時
・
退
出
時
の
装
束
は
束
帯
で
あ
る
。
表
衣
は
、

摂
関
期
で
は
位
袍
で
、
麹
塵
袍
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
蔵
人
の
日
中
の
御
前
奉
仕
の
装
束
は
束
帯
で
あ
る
。
禁
色
宣
旨
を
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給
一
之
事
上
、
白
地
罷
、
到
二
蝸
舎
一
也
、
只
今
罷
帰
見
二
病
者
之
体
一
、

若
有
二
宜
間
一
可
二
参
入
一
、
…
随
レ
状
為
二
参
内
一
、
束
帯
詣
二
近
衛

殿
一
、
有
頃
欲
二
参
内
一
之
間
、
病
者
綿
惙
、
此
間
連
光
告
二
頭
中

将
消
息
一
云
、
早
可
レ
参
、
然
而
依
二
病
者
已
危
急
一
不
レ
能
二
参
入
一

之
由
、
付
二
出
納
允
政
一
令
レ
申
、
右
兵
衛
佐
成
房
来
問
、
晩
景
兵

部
大
輔
〈
実
成
、〉
又
来
問
、
左
大
殿
今
日
始
被
二
参
内
一
云
々
、

と
あ
る
。
行
成
は
、
近
衛
殿
に
い
る
外
祖
母
の
看
病
の
た
め
天
皇
の
召

し
を
断
っ
て
お
そ
ら
く
「
直
衣
」
で
近
衛
殿
に
参
っ
た
が
、
要
用
の
た

め
い
っ
た
ん
近
衛
殿
か
ら
自
邸
に
戻
り
用
務
を
済
ま
せ
、
病
状
次
第
で

は
す
ぐ
に
参
内
で
き
る
よ
う
、
自
邸
で
束
帯
に
着
替
え
て
ま
た
近
衛
殿

に
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
参
内
が
原
則
束
帯
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
。

　
『
左
経
記
』
か
ら
五
位
蔵
人
・
頭
弁
時
代
の
源
経
頼
の
参
内
記
事
を

み
る
と（

（1
（

、
外
記
政
の
た
め
に
外
記
庁
に
参
入
し
た
り
、
結
政
の
た
め
に

外
記
庁
南
の
結
政
所
に
参
入
し
た
あ
と
で
、
そ
の
ま
ま
参
内
し
て
陣
申

文
に
参
仕
す
る
こ
と
が
多
い
。 

例
え
ば
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
三

月
十
一
日
条
の
「
参
二
結
政
所
一
、〈
無
レ
政
、〉
次
参
レ
陣
」、
同
年
六
月

二
十
日
条
「
参
二
結
政
所
一
、有
レ
政
、〈
上
侍
従
中
納
言
、〉
事
了
参
レ
陣
、」

な
ど
で
あ
る
。
外
記
政
・
結
政
で
の
装
束
は
、
上
卿
・
参
議
以
下
、
弁
・

史
・
少
納
言
・
外
記
か
ら
史
生
・
官
掌
・
使
部
に
い
た
る
ま
で
、
全
員
、

位
袍
の
束
帯
で
あ
っ
た
。『
年
中
行
事
絵
巻
』「
外
記
政
」
の
場
面
で
は

参
加
者
全
員
が
束
帯
を
着
し
て
お
り（

（1
（

、『
結
政
初
参
記（

（1
（

』
に
「
剋
限
以

前
着
二
束
帯
一
、」と
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、五
位
蔵
人
弁
・

頭
弁
で
あ
っ
た
経
頼
は
、
外
記
政
・
結
政
の
あ
と
参
内
す
る
場
合
、
日

云
、
御
卜
事
早
可
レ
被
レ
仰
、
…
依
二
修
善
結
願
一
、
白
地
罷
出
、

…
巳
剋
束
帯
、
先
参
二
近
衛
殿
一
、
御
病
篤
危
、
暫
之
詣
二
左
府
一
、

依
二
御
物
忌
一
於
二
門
外
一
、
令
三
為
義
朝
臣
申
二
焼
亡
事
等
一
、
次

参
内
、
依
レ
召
参
二
御
前
一
、
仰
云
、

と
あ
る
。
こ
の
と
き
藤
原
行
成
は
蔵
人
頭
で
あ
る
。
家
僕
か
ら
内
裏
が

あ
る
「
乾
方
」（
北
西
方
向
）
の
火
事
を
報
ぜ
ら
れ
た
行
成
は
、「
衣
冠
」

を
着
て
騎
馬
で
待
賢
門
か
ら
参
内
し
た
。
参
内
途
中
で
出
火
場
所
を

知
っ
た
行
成
は
、
殿
上
に
参
っ
て
焼
亡
場
所
を
奏
し
、
蔵
人
ら
を
召
集

し
て
「
勅
計
」、
す
な
わ
ち
諸
門
警
衛
官
人
舎
人
の
出
仕
調
査
を
行
わ

せ
た
。
延
焼
し
た
神
祇
官
は
鎮
火
し
た
が
、
神
祇
官
が
延
焼
し
た
こ
と

を
恐
れ
た
天
皇
が
御
卜
を
す
る
よ
う
命
じ
た
の
で
、
そ
の
日
程
を
確
認

し
た
う
え
で
退
出
し
た
。
退
出
時
も
「
衣
冠
」
で
あ
ろ
う
。
帰
宅
後
、

お
そ
ら
く
自
宅
着
の
「
直
衣
」
に
着
替
え
て
修
法
結
願
に
着
し
、
巳
刻

（
午
前
一
〇
時
ご
ろ
）、「
束
帯
」
を
着
用
し
て
近
衛
殿
（
外
祖
母
）
の

危
篤
を
見
舞
っ
て
か
ら
道
長
邸
に
行
き
焼
亡
に
つ
い
て
報
告
し
、
そ
れ

か
ら
参
内
し
て
、
天
皇
御
前
に
参
っ
て
い
る
。
近
衛
殿
を
見
舞
う
だ
け

な
ら
「
直
衣
」
だ
ろ
う
が
、
そ
の
足
で
参
内
す
る
か
ら
「
束
帯
」
を
着

用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
内
裏
焼
亡
な
ど
緊
急
事
態
で
の
参

内
は
「
衣
冠
」、
通
常
の
参
内
で
は
「
束
帯
」
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
に

分
か
る
事
例
で
あ
る
。

　

四
日
後
の
四
月
二
日
条
で
も
、
行
成
は
近
衛
殿
を
見
舞
っ
て
参
内
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

早
朝
小
舎
人
勝
清
延
来
、
告
二
召
由
一〈
頭
中
将
仰
云
々
、〉
令
レ
申
下

日
来
提
二
携
危
急
之
病
者
一
、
不
中
参
入
上
、
今
間
依
レ
有
下
可
二
見
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普
段
着
を
指
す
「
褻
服
」
は
蔵
人
頭
の
直
衣
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る

（
た
と
え
ば
『
小
右
記
』
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
七
月
二
十
二
日
条

「
皆
着
二
鈍
色
一
、
就
中
内
大
臣
着
二
深
鈍
色
一
、
若
是
依
二
褻
装
束
一
歟
、

〈
直
衣
、〉」）。
蔵
人
の
昼
間
の
御
前
奉
仕
の
服
装
は
束
帯
だ
っ
た
こ
と

が
こ
こ
で
も
わ
か
る
。

　
『
春
記
』
長
暦
二
年
（
一
〇
三
八
）
十
月
二
十
九
日
条
に
、

今
日
初
有
レ
雪
、
而
即
銷
畢
、
今
日
臨
時
祭
定
也
、
未
時
許
束
帯

参
二
御
前
一
、
定
二
申
臨
時
祭
雑
事
等
一
、〈
去
夜
申
二
請
関
白
一
、
今

日
所
二
定
申
一
也
、〉
畢
〈
其
儀
在
二
別
記
一
、〉
退
下
、
…
此
丑
時

許
窃
盗
入
二
台
盤
所
一
、引
レ
取
二
女
房
衣
一〈
右
近
褂
衣
四
領
云
々
、〉

逃
去
畢
云
々
、
予
即
参
二
上
御
前
一
、
有
二
驚
思
食
事
等
一
、
太
以

不
便
事
也
、
令
二
蔵
人
并
滝
口
等
一
令
レ
索
二
所
一々
、
而
已
無
レ
跡

云
々
、
是
女
官
等
同
意
所
レ
候
歟
、
不
レ
知
二
其
真
偽
一
、
即
奏
二
事

由
一
、
行
二
勅
計
一
、
各
差
二
分
侍
臣
等
一
、
令
レ
計
二
諸
陣
官
人
等

候
否
等
一
、或
云
、各
書
二
交
名
一
可
レ
奏
者
、而
御
二
夜
大
殿
一
之
間
、

奏
二
文
書
一
如
何
、
只
以
二
口
宣
一
可
レ
令
レ
奏
歟
、
予
所
レ
思
者
此

度
勅
計
必
有
レ
事
、
各
被
レ
召
二
問
直
官
人
等
一
歟
、
仍
書
二
交
名
一
、

未
明
奏
レ
之
宜
歟
、
仍
随
二
其
事
一
而
已
、
又
便
奏
二
事
由
一
、
令
レ

取
二
初
雪
見
参
一
、
諸
陣
見
参
同
用
二
勅
計
一
、
只
今
取
二
女
官
等
見

参
一
也
、
仰
二
蔵
人
範
基
一
令
レ
取
也
、
或
有
下
取
二
侍
臣
・
帯
刀
陣
・

女
房
等
見
参
一
之
例
上
、
而
近
代
不
レ
見
、
仍
不
レ
令
レ
取
云
々
、
又

窃
盗
事
以
二
蔵
人
憲
輔
一
有
下
被
レ
仰
二
関
白
一
之
事
上
也
、
又
諸
陣

見
参
等
令
三
蔵
人
章
経
覧
二
関
白
殿
一
已
畢
、

と
あ
る
。
頭
中
将
藤
原
資
房
は
前
夜
か
ら
内
御
物
忌
の
た
め
宿
直
し
て

記
に
は
書
い
て
い
な
い
が
、
当
然
、
位
袍
の
束
帯
で
あ
っ
た
。

　

以
上
か
ら
蔵
人
は
原
則
と
し
て
位
袍
の
束
帯
で
参
内
す
る
が
、
特
別

の
事
情
（
例
え
ば
火
事
）
が
あ
る
場
合
に
衣
冠
姿
で
参
内
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
、
と
み
て
よ
い
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
摂
関
期
の
蔵
人
頭
・
蔵
人
が
「
参
内
」
の
と
き
、

特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
、
装
束
に
つ
い
て
日
記
に
と
く
に
記
述
し
て

い
な
い
の
は
、
本
来
の
参
内
装
束
で
あ
る
位
袍
の
「
束
帯
」
で
参
内
し

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
退
出
時
も
同
様
で
あ
る
。

　

院
政
期
の
蔵
人
・
蔵
人
頭
の
参
内
装
束
に
つ
い
て
も
、
明
記
す
る
記

事
は
あ
ま
り
な
い
。
し
か
し
『
時
信
記
』
天
承
元
年
（
一
一
三
一
）

十
二
月
二
十
二
日
条
に
、「
頭
中
将
参
二
上
於
弓
場
一
申
二
慶
賀
一
、
…
早

退
出
着
二
禁
色
一
帰
参
之
後
、
可
レ
従
レ
事
也
、
件
宣
旨
蔵
人
少
将
被
レ
下

了
、
…
深
更
頭
中
将
帰
参
被
レ
奏
二
吉
書
一
、」
と
あ
り
、
禁
色
宣
旨
を

受
け
た
新
蔵
人
頭
藤
原
公
教
が
、
い
っ
た
ん
退
出
し
て
「
禁
色
」
装
束

に
着
替
え
て
帰
参
し
、
吉
書
奏
を
行
っ
た
こ
と
が
み
え
る
。
院
政
期
に

は
蔵
人
頭
は
、
禁
色
宣
旨
を
受
け
る
と
「
禁
色
」
＝
麹
塵
袍
を
着
て
参

内
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

②
蔵
人
の
日
中
の
御
前
奉
仕
の
装
束
は
束
帯
で
あ
る　

　

寛
平
二
年
（
八
九
〇
）
制
定
の
蔵
人
式
で
は
「
装
束
乱
猥
」
の
禁
制

が
規
定
さ
れ
て
お
り
、「
昼
時
」
に
「
夜
装
束
」
や
「
褻
服
」
を
着
用

す
る
こ
と
、
乱
髪
で
い
る
こ
と
に
禁
遏
を
加
え
、
違
犯
者
は
追
却
す
る

と
し
て
い
る
（『
侍
中
群
要
』「
第
一　

蔵
人
式
」）。
夜
装
束
は
後
述
の

と
お
り
五
位
蔵
人
・
六
位
蔵
人
で
は
宿
衣
（
衣
冠
）
だ
が
、
一
般
的
に
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服
色
と
関
係
す
る
か
、
さ
ら
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

以
上
、
わ
ず
か
の
事
例
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
蔵
人
が
自
邸
か
ら
束
帯

（
位
袍
）
で
参
内
す
る
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
天
皇
御
前
に
参
っ
て
奏
聞
・

奉
勅
の
仕
事
を
行
い
（
蔵
人
頭
の
場
合
、
御
前
定
も
）、
前
日
に
宿
衣

で
宿
直
し
た
場
合
は
、
翌
日
午
前
中
、
朝
干
飯
膳
の
陪
膳
な
ど
宿
衣
で

の
奉
仕
を
終
え
た
ら
宿
所
で
束
帯
（
天
皇
の
服
色
に
応
じ
て
位
袍
か
麹

塵
袍
）
に
着
替
え
て
天
皇
御
前
で
奏
聞
・
奉
勅
の
仕
事
を
行
い
、
夜
御

膳
奉
仕
の
あ
と
宿
衣
に
着
替
え
て
宿
直
に
就
い
た
の
で
あ
る
。

　

③
宿
直
時
の
装
束
は
宿
衣
で
あ
る

　

宿
直
時
、蔵
人
が
宿
装
束
（
宿
衣
）
を
着
用
し
た
こ
と
は
、前
記
『
侍

中
群
要
』
の
記
事
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
「
宿
衣
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
か
み

て
み
よ
う
。

　
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
に
は
「
平
安
時
代
、
貴
族
が
宮
中
に
宿
直
す

る
と
き
に
着
る
装
束
の
意
で
、
略
式
の
朝
服
に
用
い
ら
れ
た
衣
冠
に
ほ

ぼ
同
じ
。
…
も
と
宿
直
用
の
装
束
で
あ
っ
た
の
が
、
平
安
中
期
か
ら
宿

直
の
ほ
か
に
、
宮
中
へ
の
出
仕
や
、
公
の
場
で
の
略
式
の
装
束
と
し
て

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
っ
た
。
宿
直
装
束
の
表
着
は
位
袍

が
ふ
つ
う
で
あ
る
が
、
雑
袍
を
聴
さ
れ
た
人
々
の
場
合
に
は
直
衣
を
着

た
と
考
え
ら
れ
、
…
殿
上
人
の
宿
直
装
束
に
直
衣
の
場
合
も
あ
る
こ
と

を
示
す
。」
と
あ
り
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
は
宿
装
束
を
「
宮
中
に
於

て
警
衛
守
護
の
目
的
で
夜
を
過
ご
す
時
に
身
に
つ
け
る
衣
服
。
略
式
の

衣
冠
と
直
衣
」
と
説
明
す
る
。
辞
書
に
は
蔵
人
の
宿
装
束
に
つ
い
て
は

い
た
（
同
二
十
八
日
条
）。
未
時
（
午
後
二
時
ご
ろ
）
に
、
束
帯
を
着

用
し
て
御
前
に
参
上
し
、
十
一
月
下
酉
日
を
祭
日
と
す
る
賀
茂
臨
時
祭

の
雑
事
（
使
の
人
選
、
摺
袴
を
奉
仕
す
る
公
卿
以
下
の
人
選
、
調
楽
、

幣
料
な
ど
。『
西
宮
記
』「
恒
例
第
三　

十
一
月
」）に
つ
い
て
定
申
し
た
。

賀
茂
臨
時
祭
定
は
蔵
人
頭
が
御
前
で
行
う
も
の
で
あ
っ
た
が
（
同
上
）、

蔵
人
頭
が
御
前
定
を
行
う
と
き
束
帯
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

資
房
が
御
前
定
を
行
っ
た
半
日
前
の
丑
時
（
午
前
二
時
ご
ろ
）、
台

盤
所
に
窃
盗
が
入
り
女
房
衣
を
奪
っ
て
逃
去
し
た
と
い
う
の
で
、
殿
上

間
で
宿
直
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
資
房
は
、
お
そ
ら
く
宿
衣
の
ま
ま
た
だ

ち
に
天
皇
御
前
に
参
上
し
て
天
皇
に
安
否
を
尋
ね
る
と
と
も
に
、
蔵
人

や
瀧
口
に
命
じ
て
探
索
さ
せ
、
殿
上
人
を
分
担
派
遣
し
て
諸
陣
官
人
の

警
衛
状
況
を
確
認
さ
せ
た
（「
勅
計
」）。
そ
の
あ
と
す
ぐ
に
初
雪
見
参

を
奏
聞
す
る
た
め
蔵
人
範
基
に
命
じ
て
諸
陣
・
女
官
ら
の
見
参
を
取
ら

せ
、火
災
時
同
様
に
諸
陣
官
人
の
警
衛
状
況
を
確
認
さ
せ
た（「
勅
計
」）。

天
皇
寝
所
近
く
で
起
こ
っ
た
深
夜
の
窃
盗
事
件
。
取
る
も
の
も
取
り
あ

え
ず
天
皇
御
前
に
駆
け
つ
け
た
蔵
人
頭
資
房
は
、
当
然
な
が
ら
宿
衣
の

ま
ま
だ
っ
た
。
束
帯
に
着
替
え
る
猶
予
な
ど
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。
緊

急
事
態
で
は
蔵
人
頭
は
宿
衣
の
ま
ま
で
御
前
に
参
上
し
て
よ
か
っ
た
の

で
あ
る
。
資
房
は
そ
の
あ
と
、
早
朝
の
初
雪
見
参
ま
で
は
宿
衣
を
着
て

お
り
、
さ
ら
に
そ
の
あ
と
束
帯
に
着
替
え
て
、
未
時
に
天
皇
御
前
で
賀

茂
臨
時
祭
定
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
資
房
が
着
て
い
る
束
帯
が
位
袍
な
の
か
麹
塵
袍
な

の
か
は
、
記
事
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
。
天
皇
が
麹
塵
袍
な
ら
位
袍
、
天

皇
が
白
色
・
赤
色
な
ら
麹
塵
袍
か
、
あ
る
い
は
御
前
定
で
あ
る
こ
と
が
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数
日
布
袴
云
々
、
更
未
レ
聞
事
等
也
、」
と
あ
る
。「
朝
候
」
と
は
、「
急

速
奏
文
」（
飛
駅
・
馳
駅
・
天
文
密
奏
な
ど
）
が
あ
っ
た
と
き
に
備
え

て
六
位
蔵
人
が
結
番
し
て
早
朝
に
御
前
に
祗
候
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
と
き
の
装
束
は
本
来
「
布
袴
」
で
あ
っ
た
（『
侍
中
群
要
』「
第
三　

朝
候
」）。
し
か
し
「
近
代
」
で
は
新
蔵
人
は
、
一
﨟
（
六
位
蔵
人
の
上

首
）
の
指
示
で
宿
衣
着
用
が
許
さ
れ
た
ら
、
そ
の
後
数
日
を
「
布
袴
」

で
朝
候
に
勤
仕
す
れ
ば
そ
れ
か
ら
は
「
宿
衣
」
で
朝
候
に
勤
仕
し
て
よ

い
、
と
あ
る
。
ま
た
「
第
一　

日
給
事
」
に
「
参
二
籠
御
物
忌
一
之
人
、

…
新
蔵
人
未
レ
被
レ
免
二
宿
装
束
一
以
前
ハ
、
束
帯
参
籠
」
と
あ
る
。
参
籠

は
蔵
人
頭
・
五
位
蔵
人
・
六
位
蔵
人
み
な
対
象
と
な
る
か
ら
、
こ
の
場

合
の
新
蔵
人
は
蔵
人
頭
・
五
位
蔵
人
・
六
位
蔵
人
で
あ
り
、「
宿
装
束
」

を
許
さ
れ
る
ま
で
の
数
日
間
は
「
束
帯
」
で
参
籠
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
侍
中
群
要
』に
は
五
位
蔵
人
・
六
位
蔵
人
の「
宿

衣
」
が
ど
う
い
う
装
束
を
指
す
か
明
示
し
て
い
な
い
が
、
上
記
の
こ
と

か
ら
、
宿
装
束
が
許
さ
れ
る
ま
で
暫
定
的
に
朝
候
に
奉
仕
す
る
時
に
着

用
す
る
「
布
袴
」、
同
じ
く
宿
装
束
が
許
さ
れ
る
ま
で
参
籠
で
着
用
す

る
「
束
帯
」
は
、「
宿
衣
」
に
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な

わ
ち
、
蔵
人
の
「
宿
衣
」「
宿
装
束
」
は
「
束
帯
」
で
も
な
く
「
布
袴
」

で
も
な
い
。
殿
上
で
着
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
う
る
、「
束
帯
」「
布

袴
」
と
は
異
な
る
装
束
と
い
え
ば
、「
直
衣
」
と
「
衣
冠
」
の
他
に
は

な
い
。「
宿
衣
」「
宿
装
束
」
と
は
、
中
井
氏
の
指
摘
の
と
お
り
、
直
衣

と
衣
冠
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

蔵
人
頭
の
宿
装
束
が
直
衣
で
あ
っ
た
こ
と
は
、『
侍
中
群
要
』「
第
五　

装
束
蔵
人
事
」
の
「
更
衣
之
後
著
二
宿
袍
一
、
貫
首
被
レ
著
二
直
衣
一
、一

と
く
に
触
れ
て
い
な
い
が
、
宿
装
束
は
本
来
は
衣
冠
、
雑
袍
勅
許
を
得

た
者
は
直
衣
と
い
う
の
が
、
辞
書
的
理
解
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　

服
飾
史
の
概
説
書
の
中
で
も
、「
衣
冠
」
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
「
参

朝
用
の
束
帯
の
略
装
で
、束
帯
を
昼
装
束
と
称
し
た
の
に
対
し
て
、も
っ

ぱ
ら
宿
直
装
束
に
属
し
た
こ
と
か
ら
、
宿
衣
と
も
い
う（

（1
（

」、「
宮
中
に
宿

直
す
る
時
の
装
束
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
宿
衣
と
も
い
っ
た（

（1
（

」、「
本
来

宿
直
の
際
の
装
束
で
あ
り
、
束
帯
の
昼
装
束
に
対
し
て
宿
直
装
束
と
称

さ
れ
る（

（1
（

」、
な
ど
、「
衣
冠
」
を
宿
装
束
と
す
る
も
の
が
多
い
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、中
井
氏
は
『
枕
草
子
』
の
用
例
を
分
析
し
て
、「
当

時
の
殿
上
の
宿
直
姿
は
、
五
位
以
上
の
蔵
人
・
殿
上
人
に
つ
い
て
は
直

衣
の
着
用
が
一
般
的
で
あ
り
、
彼
ら
の
立
場
を
象
徴
す
る
服
装
で
も

あ
っ
た
一
方
で
、
六
位
に
は
直
衣
は
許
さ
れ
ず（

（1
（

」
と
し
、
蔵
人
頭
・
五

位
蔵
人
と
殿
上
人
は
宿
直
す
る
時
直
衣
を
着
用
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、「
十
世
紀
後
半
に
は
（
位
）
袍
を
用
い
た
「
宿
衣
」
と
直

衣
の
両
方
が
宿
衣
・
宿
装
束
と
呼
ば
れ
た
」
と
す
る
一
方
で
、「
雑
袍

宣
旨
は
主
に
宿
直
に
お
け
る
直
衣
着
用
を
許
可
す
る
た
め
に
下
さ
れ
て

い
た（

（2
（

」
と
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
中
井
氏
は
宿
衣
を
直
衣

と
衣
冠
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、史
料
上
で
「
直
衣
」
と
「
宿
衣
」

が
並
列
さ
れ
て
い
る
場
合
の
「
宿
衣
」
を
、
中
井
氏
は
「
衣
冠
」
と
推

定
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

と
こ
ろ
で
、『
侍
中
群
要
』「
第
一　

初
参
」
に
「
凡
新
蔵
人
初
参
以

後
及
二
数
日
一
…
随
二
貫
首
及
上
﨟
蔵
人
気
色
一
、当
番
日
朝
候
、〈
布
袴
、〉

（
両
三
日
後
）
漸
以
着
二
宿
衣
一
、」
と
あ
り
、
そ
の
割
注
に
「
件
事
上
代

不
レ
然
云
々
、只
近
代
一
﨟
与
奪
免
二
宿
衣
一
云
々
、又
被
レ
免
二
宿
衣
一
後
、
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れ
た
源
師
重
に
雑
袍
宣
旨
が
、
同
じ
く
十
五
日
に
新
五
位
蔵
人
と
な
っ

た
源
顕
国
と
六
位
蔵
人
に
な
っ
た
高
階
宗
章
に
禁
色
宣
旨
が
下
さ
れ

た
。
五
位
蔵
人
が
直
衣
着
用
を
許
さ
れ
る
な
ら
、
雑
袍
宣
旨
を
も
ら
っ

て
い
い
が
、
新
五
位
蔵
人
顕
国
は
雑
袍
宣
旨
を
受
け
て
い
な
い
。
ま
た

『
小
右
記
』
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
七
月
二
十
四
日
条
に
「
晩
頭
々
馬

頭
（
藤
原
通
任
）
来
云
、
昨
日
被
レ
下
二
禁
色
・
雑
袍
宣
旨
一
、
即
着
二

禁
色
一
、左
相
府
下
襲
・
表
袴
者
」と
あ
る
。
蔵
人
頭
藤
原
通
任
が
禁
色
・

雑
袍
宣
旨
を
下
さ
れ
た
の
で
す
ぐ
に
禁
色
を
着
た
が
、
下
襲
と
表
袴
は

左
大
臣
道
長
か
ら
賜
与
さ
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
蔵
人

頭
は
雑
袍
宣
旨
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
り
、
五
位
蔵
人
が
直
衣
着
用
が

認
め
ら
れ
る
な
ら
雑
袍
宣
旨
を
受
け
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
五

位
蔵
人
は
、
原
則
、
雑
袍
宣
旨
を
受
け
る
こ
と
は
な
く
、
し
た
が
っ
て

宿
装
束
と
し
て
直
衣
を
着
用
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な

る
ま
い
。『
侍
中
群
要
』
に
頻
出
す
る
蔵
人
の
「
宿
衣
」
は
「
衣
冠
」

で
あ
り
、
そ
れ
を
着
用
す
る
の
は
五
位
蔵
人
・
六
位
蔵
人
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

　

以
上
、
迂
遠
な
記
述
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
蔵
人
が
着
用
す
る
宿

装
束
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
蔵
人
頭
は
直
衣
、
五
位
蔵
人
・
六
位
蔵

人
は
宿
衣
＝
衣
冠
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
場
合
、

蔵
人
頭
の
直
衣
の
服
色
は
位
色
・
青
色
に
限
定
さ
れ
な
い
「
雑
袍
」
だ

が
、
五
位
蔵
人
・
六
位
蔵
人
の
衣
冠
の
位
袍
と
青
色
袍
と
の
使
い
分
け

の
基
準
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
各
蔵
人
の
任
意
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
天
皇
が
麹
塵
＝
青
色
を
着
て
御
座
所
に
い
た
な
ら
、
位
袍
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﨟
著
二
宿
衣
一
後
、
六
位
著
レ
之
、」
の
記
事
か
ら
わ
か
る
。
四
月
の
更

衣
の
あ
と
蔵
人
は
夏
用
の
「
宿
袍
」
を
着
用
す
る
が
、
蔵
人
頭
が
着
る

「
宿
袍
」
は
直
衣
で
あ
り
、
一
﨟
蔵
人
が
直
衣
と
は
異
な
る
「
宿
袍
」

で
あ
る
「
宿
衣
」
を
着
用
し
た
あ
と
、
他
の
六
位
蔵
人
は
同
じ
く
「
宿

衣
」
を
着
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
蔵
人
頭
の
宿
装
束
＝
「
宿
袍
」

が
直
衣
で
あ
る
こ
と
が
端
的
に
書
か
れ
て
あ
る
。
一
﨟
と
は
、
六
位
蔵

人
の
上
首
を
指
し（

（2
（

、
こ
こ
か
ら
六
位
蔵
人
の
宿
衣
が
、
直
衣
と
は
異
な

る
宿
装
束
、す
な
わ
ち
「
衣
冠
」
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
記
事
か
ら
は
五
位
蔵
人
の
宿
衣
が
何
な
の
か
、
直
衣
な
の
か
衣
冠

な
の
か
、
は
わ
か
ら
な
い
。
中
井
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
五
位
蔵
人

は
直
衣
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

記
録
で
も
蔵
人
頭
の
宿
装
束
が
直
衣
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。『
時
信
記
』
天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
十
二
月
二
十
二
日
条
に
「
此

間
頭
弁
着
二
直
衣
一〈
綾
、〉、
被
二
参
内
一
上
二
宿
鬼
間
一
、」
と
あ
り
、
こ

の
日
、
新
頭
弁
源
師
俊
が
綾
の
直
衣
を
着
用
し
て
参
内
し
、
鬼
間
に
宿

直
し
た
こ
と
が
み
え
る
。

　

中
井
氏
は
、
先
の
引
用
文
の
よ
う
に
、
五
位
蔵
人
の
宿
装
束
も
直
衣

と
み
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
中
井
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
「
雑
袍
宣

旨
は
主
に
宿
直
に
お
け
る
直
衣
着
用
を
許
可
す
る
た
め
に
下
さ
れ
て
い

た（
（2
（

」 

と
い
う
指
摘
に
し
た
が
う
な
ら
、
五
位
蔵
人
の
宿
装
束
を
直
衣
と

す
る
点
に
は
疑
問
が
残
る
。

　

た
と
え
ば
、『
殿
暦
』
康
和
四
年
（
一
一
〇
二
）
正
月
十
九
日
条
に
「
師

重
雑
袍
之
宣
旨
并
五
位
蔵
人
顕
国
・
六
位
蔵
人
宗
章
禁
色
を
被
レ
免

云
々
、」
と
あ
り
、
直
前
ま
で
五
位
蔵
人
で
十
五
日
に
還
殿
上
を
聴
さ
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二　

蔵
人
の
日
常
勤
務
と
着
替
え

１　

日
中
行
事

　

前
章
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
本
章
で
は
蔵
人
の
日
中
行
事
に
お
け

る
装
束
を
詳
し
く
み
て
い
こ
う
。『
侍
中
群
要
』（
第
一
・
第
二
・
第
四
・

第
五
）・『
西
宮
記
』（「
臨
時
六　

侍
中
事
」　

日
中
行
事
関
係
）
に
よ

れ
ば
、
蔵
人
の
毎
日
の
ル
ー
テ
ィ
ン
業
務
（
日
中
行
事
）
は
、
宿
直
あ

け
か
ら
天
皇
の
朝
御
膳
ま
で
、
朝
御
膳
か
ら
夕
御
膳
を
撤
す
る
ま
で
、

夕
御
膳
を
撤
し
て
か
ら
宿
直
あ
け
ま
で
と
三
つ
の
時
間
帯
に
分
け
て
と

ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
ル
ー
テ
ィ
ン
業
務
を
蔵
人
が
ど
の
装
束
で
行
っ
た
か
み
て
い
く
。

　

ま
ず
宿
直
あ
け
の
辰
一
刻
（
午
前
七
時
）、
蔵
人
は
格
子
を
上
げ
、

昼
御
座
を
鋪
設
し
、
小
蔀
を
上
げ
、
殿
上
御
倚
子
の
覆
い
を
取
り
、
殿

司
女
嬬
に
御
所
と
御
物
の
埃
を
払
い
拭
か
せ
る
。
御
物
忌
の
時
は
格
子

を
上
げ
ず
御
簾
を
垂
ら
し
物
忌
札
を
付
け
る
な
ど
の
御
物
忌
の
し
つ
ら

え
を
す
る
。
こ
の
と
き
の
装
束
は
、『
侍
中
群
要
』「
第
一　

上
格
子
事
」

に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
前
章
の
『
侍
中
群
要
』「
第
一　

蔵
人
初

参
事
」
の
検
討
か
ら
、
宿
直
あ
け
の
者
は
宿
装
束
で
あ
る
。
早
朝
束
帯

で
参
内
し
た
も
の
は
束
帯
の
ま
ま
奉
仕
し
た
。

　
『
侍
中
群
要
』
に
は
見
え
な
い
が
、
起
床
し
た
天
皇
が
洗
顔
・
手
洗

い
し
て
朝
干
飯
膳
の
巳
刻
（
午
前
九
時
ご
ろ
）
に
、清
涼
殿
西
廂
の
「
朝

干
飯
間
」
に
敷
か
れ
た
「
畳
」
に
座
っ
て
飯
を
食
す（

（2
（

と
き
、
陪
膳
す
る

蔵
人
（
頭
）
は
宿
衣
で
あ
っ
た
。

　

宿
直
後
の
殿
上
人
・
蔵
人
は
、
朝
干
飯
膳
に
陪
膳
す
る
巳
刻
よ
り
前

　

蔵
人
が
着
用
す
る
麹
塵
袍
は
「
禁
色
宣
旨
」
に
よ
っ
て
勅
許
さ
れ
、

蔵
人
頭
が
着
用
す
る
宿
装
束
＝
直
衣
は
「
雑
袍
宣
旨
」
で
勅
許
さ
れ
た

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
五
位
蔵
人
・
六
位
蔵
人
の
宿
装
束
＝
衣
冠
の

着
用
は
、
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲

『
侍
中
群
要
』「
第
一　

初
参
」
の
記
事
「
近
代
一
﨟
与
奪
免
二
宿
衣
一
」

「
被
レ
免
二
宿
衣
一
後
、数
日
布
袴
」、同
「
第
一　

日
給
事
」
の
記
事
「
新

蔵
人
未
レ
被
レ
免
二
宿
装
束
一
以
前
ハ
、束
帯
参
籠
」
に
注
目
し
た
い
。「
近

代
」
に
な
る
と
六
位
新
蔵
人
は
一
﨟
六
位
蔵
人
の
与
奪
＝
指
図
で
宿
衣

＝
衣
冠
着
用
が
許
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
れ
以
前
は
一
﨟
蔵
人
の
与
奪
に

よ
っ
て
で
は
な
く
、
蔵
人
頭
の
与
奪
に
よ
っ
て
宿
衣
が
許
さ
れ
て
い
た

と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
「
未
レ
被
レ
免
二
宿
装
束
一
以
前
ハ
、
束
帯
参
籠
」

と
あ
る
と
お
り
、
奏
慶
即
日
に
許
さ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、「
禁
色
宣
旨
」

同
様
に
数
日
の
間
隔
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
五
位
新
蔵
人
も
同
様
で
あ
っ

た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
す
な
わ
ち
五
位
蔵
人
・
六
位
蔵
人
の
宿
衣
着

用
も
許
可
が
必
要
で
は
あ
っ
た
が
、
天
皇
の
「
宣
旨
」
で
許
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
蔵
人
頭
ま
た
は
上
﨟
蔵
人
の
与
奪
に
よ
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
本
章
冒
頭
に
引
用
し
た
『
侍
中
群
要
』「
第
一　

蔵
人
初
参
事
」

の
「
今
夜
若
有
二
宿
侍
一
、
随
二
上
﨟
指
示
一
、
著
二
宿
衣
一
即
可
レ
昇
、」

の
記
事
は
、
新
蔵
人
が
奏
慶
即
日
に
宿
衣
着
用
が
許
さ
れ
る
場
合
で
あ

り
、「
上
﨟
蔵
人
」
の
「
指
示
」
で
許
さ
れ
た
と
す
る
。

　

な
お
天
皇
御
物
忌
に
蔵
人
が
宿
衣
で
参
籠
す
る
と
き
、
把
笏
帯
剣
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（「
第
一　

日
給
事
」）。
す
な
わ
ち
御
物
忌
の

と
き
以
外
は
把
笏
帯
剣
し
な
い
の
が
原
則
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
一
般
に
直
衣
・
衣
冠
着
用
時
に
は
笏
で
は
な
く
扇
を
持
っ
た（

（2
（

。
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か
ら
宿
所
に
退
下
し
（
束
帯
に
着
替
え
て
昇
殿
し
）
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（『
侍
中
群
要
』「
第
五　

進
退
往
反
事
」）。
上
記
の
長
暦
四
年
八
月

十
五
日
の
場
合
、
蔵
人
頭
資
房
が
内
大
臣
教
通
の
奏
聞
を
取
り
次
ぐ
た

め
午
一
点
よ
り
だ
い
ぶ
前
に
束
帯
に
着
替
え
た
か
ら
、
五
位
蔵
人
・
六

位
蔵
人
は
、
前
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
資
房
に
合
わ
せ
て
束
帯
に
着
替

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

酉
一
刻
（
午
後
五
時
）
に
夕
御
膳
を
供
す
。
夕
御
膳
を
撤
す
る
ま
で

は
宿
衣
で
昇
殿
し
て
は
い
け
な
い
。
蔵
人
は
夕
御
膳
後
に
宿
所
で
宿
衣

に
着
替
え
昇
殿
し
て
よ
い
（『
侍
中
群
要
』「
第
五　

礼
節
」）。
た
だ
し
、

新
蔵
人
・
下
﨟
蔵
人
は
蔵
人
頭
・
上
﨟
蔵
人
が
夕
御
膳
後
も
束
帯
を
着

用
し
て
い
た
ら
、
宿
衣
で
昇
殿
し
て
は
い
け
な
い
。

　

夕
御
膳
の
の
ち
に
宿
直
す
る
殿
上
人
・
蔵
人
は
、
お
そ
ら
く
宿
衣
に

着
替
え
て
か
ら
「
夕
大
盤
」
に
着
く
が
、夕
御
膳
の
お
下
が
り
は
な
い
。

「
夜
候
料
」（
宿
直
用
の
夜
食
だ
ろ
う
）
に
す
る
た
め
で
あ
る
（『
侍
中

群
要
』「
第
四　

大
盤
間
事
」）。「
青
色
」
を
着
て
「
疎
悪
」
を
譴
責
す

る
の
は
、「
朝
大
盤
」
と
同
じ
で
あ
る
。

　

戌
一
刻
（
午
後
七
時
）
に
蔵
人
は
格
子
を
下
げ
、
昼
御
座
を
撤
去
す

る
。
天
皇
は
そ
れ
ま
で
に
奥
向
き
の
間
（
台
盤
所
・
朝
餉
間
な
ど
）
に

入
御
す
る
こ
と
に
な
る
。
蔵
人
は
、
亥
一
刻
（
午
後
九
時
）
に
殿
上
人

の
名
対
面
、
瀧
口
武
士
の
名
対
面
を
行
う
が
、
こ
れ
ら
の
奉
仕
は
夕
御

膳
後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
蔵
人
は
い
っ
た
ん
宿
所
に
退
下
し
て
宿
装

束
に
着
替
え
、
前
記
し
た
「
夕
大
盤
」
で
夕
食
を
摂
っ
て
か
ら
奉
仕
し

た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
左
近
衛
陣
座
で
行
わ
れ
る
陣
申
文
や
陣
定
が

深
更
に
及
ん
だ
と
き
は
、
蔵
人
は
御
所
の
格
子
を
下
ろ
さ
ず
、
束
帯
の

に
、
宿
衣
の
ま
ま
殿
上
間
で
「
朝
大
盤
」
に
着
き
、
御
厨
子
所
か
ら
提

供
さ
れ
た
天
皇
御
飯
の
お
下
が
り
で
朝
食
を
摂
る
。「
殿
上
飯
」
が
「
疎

悪
不
法
之
時
」
は
、
蔵
人
が
「
大
炊
寮
官
人
」
を
蔵
人
所
に
呼
び
出
し

て
譴
責
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
と
き
の
服
色
を
と
く
に
「
青
色
」
と

明
記
し
て
い
る
（『
侍
中
群
要
』「
第
四　

大
盤
間
事
」）。
巳
刻
以
前
だ

か
ら
宿
直
あ
け
の
殿
上
人
・
蔵
人
は
た
い
て
い
「
宿
衣
」
で
あ
り
、
大

炊
寮
官
人
を
譴
責
す
る
蔵
人
の
服
色
は
「
青
色
」
袍
の
宿
衣
だ
っ
た
。

天
皇
の
恩
寵
に
よ
る
特
権
的
地
位
で
あ
る
こ
と
を
天
皇
下
賜
の「
青
色
」

（「
禁
色
」）
に
よ
っ
て
地
下
官
人
に
印
象
づ
け
る
の
で
あ
る
。

　

天
皇
は
朝
干
飯
膳
を
摂
っ
た
あ
と
、
鋪
設
が
す
ん
で
い
る
昼
御
座
に

着
御
す
る
。『
春
記
』
長
暦
四
年
（
一
〇
四
〇
）
八
月
十
五
日
条
で
は
、

前
日
（
宿
衣
で
）
宿
直
し
た
蔵
人
頭
資
房
は
、
天
皇
の
「
御
手
水
并
朝

干
飯
陪
膳
」
の
奉
仕
が
終
わ
っ
て
宿
所
に
「
退
下
」
し
た
が
、
内
大
臣

教
通
が
奏
聞
し
た
い
こ
と
が
あ
る
と
権
左
中
弁
義
忠
が
告
げ
た
の
で
、

資
房
は
す
ぐ
に
束
帯
に
着
替
え
て
殿
上
に
参
上
し
、
内
大
臣
か
ら
奏
聞

を
託
さ
れ
て
い
る
。
束
帯
を
着
た
資
房
は
昼
御
座
に
着
す
る
天
皇
の
御

前
に
進
ん
で
内
大
臣
奏
を
奏
上
す
る
の
で
あ
る
。

　

午
一
刻
（
午
前
十
一
時
）
に
当
番
の
殿
上
人
・
蔵
人
が
朝
御
膳
を
供

す
。
こ
の
と
き
ま
で
に
蔵
人
は
み
な
束
帯
を
着
装
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
新
蔵
人
は
早
朝
か
ら
束
帯
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（『
侍
中
群
要
』「
第
五　

可
着
装
束
事
」）。
朝
御
膳
後
に
な
っ
て
も
な

お
宿
衣
を
着
用
し
て
い
る
蔵
人
は
昇
殿
（
清
涼
殿
内
を
往
反
）
し
て
は

い
け
な
い
。
宿
衣
で
御
前
に
祗
候
し
て
宿
衣
の
ま
ま
で
い
た
蔵
人
は
、

朝
御
膳
の
刻
限
午
一
刻
に
な
っ
た
ら
、
こ
っ
そ
り
「
閑
道
」（
裏
道
）
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前
日
の
火
災
に
つ
い
て
自
身
の
気
持
ち
を
資
房
に
語
っ
た
。
蔵
人（
頭
）

の
日
常
的
御
前
奉
仕
を
典
型
的
に
示
す
記
事
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、

同
長
暦
四
年
（
一
〇
四
〇
）
九
月
十
五
日
条
の
「
巳
時
許
内
府
被
レ
奏
二

一
夜
定
文
一
、〈
神
鏡
事
左
大
弁
経
輔
所
レ
書
也
、〉
在
二
別
目
録
一
、
予

即
束
帯
先
覧
二
関
白
一
、
命
云
、
早
可
二
奏
聞
一
者
、
即
奏
二
事
由
一
留
二

御
所
一
了
、」で
あ
る
。
巳
時（
午
前
一
〇
時
ご
ろ
）、内
大
臣
教
通
が
密
々

に
奏
上
し
て
き
た
先
日
十
二
日
の
神
鏡
焼
亡
に
関
す
る
御
前
定
の
定
文

を
受
け
取
っ
た
蔵
人
頭
資
房
は
、
す
ぐ
に
宿
衣
か
ら
束
帯
に
着
替
え
て

関
白
頼
通
に
内
覧
し
、
直
ち
に
関
白
の
指
示
に
よ
り
天
皇
に
奏
上
し
て

い
る
。

　

こ
の
二
例
は
、
蔵
人
が
天
皇
に
摂
関
・
公
卿
（
上
卿
）・
殿
上
人
・

諸
司
所
々
・
女
官
と
の
間
に
た
っ
て
奏
聞
・
勅
命
（
仰
せ
）
を
取
り
次

ぐ
場
合
、
奏
書
す
る
時
は
一
般
的
に
束
帯
を
着
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
こ
と
と
符
合
し
て
い
る
（『
侍
中
群
要
』「
第
二　

奏
書
事
」）。
位

袍
を
着
る
か
麹
塵
袍
を
着
る
か
は
、前
述
の
通
り
、天
皇
の
服
色
に
よ
っ

て
決
ま
る
。

　

そ
れ
で
は
夜
間
の
奏
聞
は
束
帯
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
宿
衣
で
よ

か
っ
た
の
か
、
確
か
め
て
み
よ
う
。

　
『
春
記
』
長
暦
四
年
（
一
〇
四
〇
）
九
月
二
十
一
日
条
に
、

　

少
時
時
親
、
孝
秀
卜
申
云
、
御
惱
無
二
殊
事
一
、
但
御
悪
沿
二
身
上
邪

気
一
加
レ
祟
云
々
、
予
先
経
二
内
覧
一
、
次
伝
二
申
仰
旨
一
、〈
御
心
地
今
日

宜
也
、
…
〉
命
云
、
御
卜
無
二
殊
事
一
、
早
可
レ
奏
二
聞
他
事
一
等
承
レ
之

了
者
、
即
奏
レ
之
、
御
卜
文
以
二
定
房
一
令
レ
奏
、
予
依
二
宿
衣
一
也
、

と
あ
る
。
同
日
午
刻
（
正
午
ご
ろ
）、
蔵
人
頭
資
房
が
後
朱
雀
天
皇
の

ま
ま
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（『
侍
中
群
要
』「
第
五　

進
退
往

反
事
」）。
蔵
人
が
上
卿
に
召
さ
れ
て
陣
に
参
る
と
き
は
束
帯
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
（『
侍
中
群
要
』「
第
二　

出
陣
事
」）。

　

天
皇
が
夜
御
殿
で
就
寝
す
る
と
き
、
鬼
の
間
に
参
宿
（「
上
宿
」）
す

る
蔵
人
は
、
宿
装
束
の
表
衣
だ
け
脱
い
で
冠
を
着
け
た
ま
ま
宿
侍
す
る

（『
侍
中
群
要
』「
第
四　

上
宿
事
」）。

　

日
中
行
事
に
奉
仕
す
る
蔵
人
が
束
帯
の
袍
を
位
袍
に
す
る
か
麹
塵

（
青
色
）
袍
に
す
る
か
は
、
天
皇
の
服
色
で
決
ま
る
。
天
皇
が
麹
塵
袍

を
着
て
昼
御
座
に
着
御
し
て
い
る
場
合
、
蔵
人
は
位
袍
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
天
皇
が
麹
塵
袍
を
着
て
い
な
い
場
合
は
、
位
袍
に
す
る
か

麹
塵
袍
に
す
る
か
は
蔵
人
の
任
意
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

２　

御
前
召
と
奏
聞
・
宣
下　

　

蔵
人
は
、
日
中
・
夜
間
を
問
わ
ず
天
皇
か
ら
呼
び
出
さ
れ
る
。『
侍

中
群
要
』
で
は
「
第
四　

御
前
召
事
」
と
あ
る
。
日
中
は
束
帯
を
着
用

し
て
い
る
か
ら
、
束
帯
で
御
前
に
参
向
し
て
奏
聞
し
、
勅
命
を
受
け
て
、

摂
関
や
陣
座
に
い
る
上
卿
に
宣
下
す
る
。摂
関
が
内
裏
直
廬
に
居
た
り
、

上
卿
が
陣
座
に
居
る
場
合
、
蔵
人
は
摂
関
直
廬
や
陣
座
に
参
向
し
て
宣

下
す
る
。
そ
の
さ
い
の
装
束
は
束
帯
で
あ
る
。
事
例
を
二
つ
挙
げ
て
お

こ
う
。
一
つ
は
『
春
記
』
長
暦
二
年
（
一
〇
三
八
）
十
一
月
一
日
条
の

「
早
旦
束
帯
参
二
御
前
一
、
申
二
承
雑
事
一
之
次
、
奏
二
去
夜
事
等
一
、
有
二

被
レ
仰
事
一
、
不
二
遑
記
一
、
了
退
、」
で
あ
る
。
宿
衣
で
宿
直
し
た
蔵
人

頭
資
房
は
早
朝
、
束
帯
に
着
替
え
て
御
前
に
参
っ
て
、
天
皇
に
種
々
の

事
柄
に
つ
い
て
奏
上
し
天
皇
か
ら
仰
せ
を
受
け
た
。
そ
の
と
き
天
皇
は
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３　

参
陣

　

蔵
人
が
陣
座
に
参
向
す
る
時
の
装
束
に
つ
い
て
、『
侍
中
群
要
』「
第

三　

出
陣
事
」
に
「
官
人
来
二
殿
上
前
一
、
告
下
上
卿
召
二
蔵
人
一
之
由
上
、

自
二
殿
上
階
下
一
、
与
二
官
人
一
共
歩
、
分
二
於
左
青
璅
門
下
一
待
レ
召
、〈
若

未
二
束
帯
一
、
暫
留
二
彼
官
人
一
、
装
束
了
相
共
参
向
了
、〉
官
人
申
二
於

蔵
人
候
由
於
上
卿
一
、
次
召
矣
、
官
人
来
而
告
レ
召
、」
と
あ
る
。
陣
官

が
殿
上
の
前
に
来
て
、
上
卿
が
蔵
人
を
呼
ん
で
い
る
と
告
げ
る
と
、
蔵

人
は
殿
上
か
ら
下
り
て
、
陣
官
と
と
も
に
陣
に
行
き
左
青
璅
門
の
下
で

上
卿
の
召
を
待
つ
の
だ
が
、
ま
だ
束
帯
に
着
替
え
て
い
な
い
と
き
は
陣

官
を
待
た
せ
て
束
帯
に
着
替
え
て
か
ら
、
陣
官
と
と
も
に
陣
に
行
く
の

で
あ
る
。
蔵
人
が
束
帯
を
着
て
天
皇
に
奉
仕
し
て
い
た
な
ら
そ
の
ま
ま

陣
に
参
向
し
、
宿
衣
（
直
衣
・
衣
冠
）
を
着
て
い
た
ら
、
束
帯
に
着
替

え
て
参
向
す
る
の
で
あ
る
。

　
『
春
記
』
長
暦
三
年
（
一
〇
三
九
）
十
一
月
二
十
八
日
条
の
記
事
に
、

「
午
時
許
四
条
中
納
言
参
入
、
予
即
束
帯
参
二
御
前
一
、
奏
二
中
納
言
参

入
之
由
一
、
仰
云
、
早
可
レ
仰
者
、
予
向
二
陣
頭
一
仰
レ
之
了
、」
と
あ
る
。

午
時
（
正
午
ご
ろ
）、
大
祓
日
時
定
の
上
卿
を
勤
め
る
四
条
中
納
言
藤

原
定
頼
の
陣
座
参
入
を
陣
官
が
蔵
人
頭
資
房
に
告
げ
た
。
資
房
は
、
す

ぐ
に
束
帯
に
着
替
え
て
御
前
に
参
上
し
て
天
皇
に
定
頼
参
入
を
奏
上

し
、
天
皇
の
仰
せ
を
受
け
て
陣
頭
に
行
っ
て
定
頼
に
日
時
定
を
行
う
よ

う
命
じ
た
。
日
中
の
蔵
人
頭
の
装
束
が
束
帯
で
あ
る
の
は
当
然
な
の
だ

が
、
こ
こ
で
資
房
が
束
帯
と
明
記
し
て
い
る
の
は
、
宿
直
し
た
蔵
人
が

宿
衣
か
ら
束
帯
に
着
替
え
る
刻
限
は
天
皇
が
朝
御
膳
を
食
す
午
一
点
ま

で
で
あ
る
こ
と
と
、
陣
頭
に
参
上
す
る
と
き
は
束
帯
と
い
う
上
記
の
規

病
気
が
祟
り
に
よ
る
と
の
陰
陽
師
の
御
卜
を
関
白
頼
通
に
内
覧
し
た
と

こ
ろ
、
関
白
は
、
御
卜
は
重
視
す
る
必
要
は
な
い
、
天
皇
の
病
状
は
た

い
し
た
こ
と
は
な
い
、
天
皇
下
問
の
雑
事
に
つ
い
て
は
了
解
し
た
と
奏

聞
す
る
よ
う
命
じ
た
。
資
房
は
天
皇
に
雑
事
に
つ
い
て
は
自
ら
奏
上
し

た
が
、
御
卜
文
は
五
位
蔵
人
藤
原
定
房
に
奏
上
さ
せ
た
。「
予
依
二
宿

衣
一
也
」
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
。
資
房
は
、午
刻
に
は
ま
だ
宿
衣
だ
っ

た
の
で
、
宿
衣
の
ま
ま
関
白
に
内
覧
し
、
宿
衣
の
ま
ま
天
皇
に
雑
事
を

奏
上
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、天
皇
に
関
わ
る
御
卜
＝
大
事
に
つ
い
て
は
、

束
帯
を
着
た
五
位
蔵
人
に
奏
上
を
委
ね
た
の
で
あ
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
蔵
人
が
宿
衣
着
用
時
間
帯
に
天
皇
に
奏
聞
す
る
と
き
、

通
常
の
奏
聞
に
つ
い
て
は
、「
宿
衣
」
の
ま
ま
で
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
侍
中
群
要
』「
第
七　

天
文
密
奏
」
に
は
「
博
士
早
旦
参
者
、
蔵
人

不
レ
堪
二
束
帯
一
、
乍
二
布
袴
一
取
二
文
挟
一
奏
之
、
如
二
朝
候
之
次
一
也
、」

と
あ
り
、
天
文
密
奏
の
場
合
、
朝
早
い
時
間
に
限
っ
て
、
束
帯
を
着
用

せ
ず
、
先
述
し
た
「
朝
候
」
の
場
合
に
準
じ
て
「
布
袴
」
で
奏
聞
し
て

も
い
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
束
帯
に
着
替
え
る
の
は
時
間
が
か
か
る

た
め
、「
凡
早
可
レ
備
二
叡
覽
一
之
故
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
皇
に
緊

急
に
密
奏
を
御
覧
す
る
た
め
で
あ
る
。
宿
衣
の
ま
ま
で
は
な
く
布
袴
に

着
替
え
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い（

（2
（

。

　

以
上
、
平
安
中
・
後
期
の
蔵
人
は
天
皇
御
前
で
奏
聞
し
仰
せ
を
受
け

る
さ
い
、
ま
た
定
申
す
さ
い
、
日
中
は
束
帯
を
着
用
し
て
行
っ
た
が
、

宿
衣
着
用
時
間
帯
は
通
常
の
奏
聞
に
つ
い
て
は
宿
衣
の
ま
ま
で
差
し
支

え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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４　

服
装
の
着
替
え

　

以
上
の
内
容
か
ら
、
蔵
人
は
日
常
勤
務
の
時
間
帯
に
よ
り
、
勤
務
の

内
容
に
よ
り
、
違
う
服
装
を
着
用
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
宿
衣
か
ら

束
帯
、
束
帯
か
ら
宿
衣
へ
の
着
替
え
は
直
廬
＝
宿
所
に
お
い
て
行
わ
れ

た
。
前
掲
『
春
記
』
長
暦
二
年
（
一
〇
三
八
）
十
月
二
十
九
日
条
は
宿

衣
か
ら
束
帯
へ
の
着
替
え
の
例
で
あ
る
が
、他
の
例
と
し
て
『
小
右
記
』

寛
仁
元
年 （
一
〇
一
七
）
十
一
月
九
日
条
を
あ
げ
て
お
く
。

今
日
巳
二
点
、
被
レ
立
二
七
社
奉
幣
使
一
、〈
祈
下
幸
二
賀
茂
一
日
無
二

風
雨
霜
雪
一
之
事
上
也
、〉
余
承
二
行
此
事
一
、
仍
早
参
、〈
辰
剋
〉

只
外
記
国
儀
侍
二
陣
頭
一
、
問
二
大
内
記
義
忠
朝
臣
参
不
一
、
申
云
、

未
二
参
入
一
、
召
遣
了
者
、
仰
下
使
々
刻
限
以
前
可
レ
令
レ
催
二
参
之
一

由
上
、
其
後
大
外
記
文
義
朝
臣
参
入
、
仰
下
可
レ
催
二
使
一々
之
事
上
、

左
少
弁
経
頼
朝
臣
籠
二
候
御
物
忌
一
云
々
、
差
二
随
身
一
呼
遣
、
随

身
云
、
不
二
束
帯
一
候
二
殿
上
一
、
経
営
退
二
下
宿
所
一
束
帯
者
、
不
レ

移
二
時
剋
一
来
、

　

蔵
人
弁
（
左
少
弁
）
源
経
頼
は
賀
茂
行
幸
の
安
全
祈
願
の
た
め
の
七

社
奉
幣
使
の
一
人
に
選
ば
れ
て
い
た
が
、
こ
の
日
は
経
頼
が
天
皇
の
物

忌
の
た
め
、
前
夜
か
ら
宿
衣
で
参
籠
し
て
い
た
の
で
、
辰
刻
（
午
前
八

時
ご
ろ
）
に
な
っ
て
も
ま
だ
束
帯
に
着
替
え
ず
宿
衣
を
着
た
ま
ま
殿
上

に
居
た
。
上
卿
大
納
言
実
資
は
使
々
を
巳
二
点
（
午
前
九
時
半
ご
ろ
）

の
刻
限
以
前
に
召
集
し
よ
う
と
し
た
の
で
、
経
頼
の
参
籠
を
知
っ
て
い

た
実
資
は
随
身
に
命
じ
て
呼
び
に
行
か
せ
た
。刻
限
よ
り
も「
一
刻
」（
二

時
間
）
も
は
や
く
呼
び
出
さ
れ
て
驚
い
た
経
頼
は
、
実
資
随
身
に
、
急

い
で
「
宿
所
」
で
束
帯
に
着
替
え
て
参
上
す
る
と
言
付
け
し
、
時
を
移

定
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
急
ぎ
束
帯
に
着
替
え
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。

　

陣
座
は
公
卿
が
陣
定
・
陣
申
文
な
ど
太
政
官
政
務
を
行
う
場
で
あ
り
、

政
務
の
な
い
と
き
は
公
卿
が
く
つ
ろ
ぎ
談
話
す
る
場
で
も
あ
っ
た
。
陣

定
・
陣
申
文
で
は
弁
・
史
ら
太
政
官
事
務
官
が
指
示
を
受
け
た
り
資
料

を
提
出
し
た
り
す
る
。
公
卿
も
弁
・
史
も
公
服
で
あ
る
位
袍
の
束
帯
を

着
て
い
る
。
太
政
官
政
務
の
場
で
あ
る
陣
に
蔵
人
が
上
卿
か
ら
呼
び
出

さ
れ
て
（
奏
聞
の
た
め
）
参
向
す
る
と
き
、
蔵
人
は
束
帯
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
宿
衣
（
直
衣
・
衣
冠
）
で
陣
座
に
参
向
し
て
は
い
け

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
夜
間
、
蔵
人
が
宿
衣
か
ら
束
帯
に
着
替
え
て
参

陣
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
陣
が
太
政
官
の
政
務
の
場
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
天
皇
と
上
卿
と
の
連
絡
役
で
あ
る
蔵
人
は
太
政

官
政
務
に
関
わ
る
か
ら
こ
そ
、
参
陣
す
る
と
き
は
昼
夜
を
分
か
た
ず
束

帯
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
際
蔵
人
が
着
用
す
る
束
帯
は
位
袍
な
の
か
禁
色（
青
色
＝
麹
塵
）

な
の
か
、
ど
ち
ら
の
場
合
も
あ
り
え
た
の
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

上
卿
か
ら
呼
ば
れ
て
参
陣
す
る
場
合
と
、
天
皇
の
勅
旨
を
伝
え
る
（
あ

る
い
は
上
卿
を
天
皇
御
前
に
召
す
）
勅
使
と
し
て
参
陣
す
る
場
合
で
、

異
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
後
述
す
る
「
御
斎
会
召
」（
右
近
衛
陣
に
い

る
公
卿
た
ち
を
内
論
議
に
召
す
）
で
は
諸
卿
を
召
す
蔵
人
は
麹
塵
＝
青

色
を
着
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
勅
使
の
場
合
は
麹
塵
袍
、
上
卿
か
ら

呼
び
出
さ
れ
た
場
合
は
太
政
官
政
務
へ
の
参
入
と
い
う
点
で
位
袍
だ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
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所
に
お
い
て
行
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
前
稿
で
み
た
よ
う

に
、
蔵
人
頭
の
宿
所
は
校
書
殿
の
西
に
位
置
す
る
「
蔵
人
所
町
屋
」
北

廂
、
五
位
蔵
人･

六
位
蔵
人
の
宿
所
は
、「
堂
舎
」
南
面
と
西
面
と
す

る
が
、「
内
裡
図
」
に
は
「
蔵
人
所
町
屋
」
に
「
蔵
人
宿
屋
」
の
記
載

が
あ
る（

（2
（

。三　

勅
使
と
し
て
の
服
装

　

蔵
人
は
天
皇
の
使
者
と
し
て
院
宮
諸
寺
社
諸
家
諸
国
な
ど
所
々
に
遣

わ
さ
れ
る
。
そ
の
さ
い
蔵
人
は
ど
の
よ
う
な
服
装
を
着
用
す
る
の
だ
ろ

う
か
。『
侍
中
群
要
』
を
中
心
に
見
て
み
よ
う
。

①
御
書
使

　
『
侍
中
群
要
』「
第
八　

御
書
使
事
」
に
天
皇
が
院
宮
諸
臣
に
御
書
を

賜
る
場
合
、御
書
使
＝
勅
使
に
指
名
さ
れ
た
蔵
人
は
直
廬
で
理
髪
し「
衣

服
」
を
整
え
、
乗
車
し
て
相
手
（
本
家
）
の
邸
宅
に
参
上
し
て
御
書
を

献
上
す
る
。
禄
が
与
え
ら
れ
た
ら
庭
に
下
り
て
再
拝
し
、
帰
参
し
て
返

書
を
天
皇
に
献
じ
る
。
御
書
使
に
指
名
さ
れ
た
蔵
人
が
整
え
る「
衣
服
」

は
、｢

雖
二
陣
中
一
必
着
二
装
束
一｣

と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
装
束
は
「
束

帯
」
を
指
し
、
派
遣
先
が
陣
中
＝
内
裏
内（

（2
（

の
場
合
で
も
、
必
ず
束
帯
を

着
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
蔵
人
が
内
裏
内
で
宿
衣
を
着
用
し
て
い
る

時
間
帯
で
も
束
帯
に
着
替
え
て
使
者
の
役
を
務
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

例
え
ば
、『
春
記
』
長
暦
二
年
（
一
〇
三
八
）
九
月
二
十
五
日
条
に
、

巳
時
許
右
少
将
資
綱
朝
臣
為
二
御
書
使
一
参
入
、〈
着
二
束
帯
一
、
小

さ
ず
着
替
え
て
参
上
し
た
。
実
資
も
経
頼
が
着
替
え
て
い
な
い
と
予
想

し
て
お
り
、
経
頼
も
ま
だ
時
間
は
あ
る
と
思
っ
て
宿
衣
姿
で
の
ん
び
り

殿
上
に
祗
候
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
春
記
』
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）
十
一
月
二
十
二
日
条
に
賀
茂
臨

時
祭
の
舞
人
陪
従
へ
の
装
束
賜
与
の
記
事
が
あ
る
。

賀
茂
臨
時
祭
日
也
、
未
明
参
上
、
主
上
先
レ
是
御
坐
之
、
於
二
台

盤
所
一
御
覽
也
、
舞
人
陪
従
装
束
等
懸
亘
如
レ
例
、〈
自
二
南
渡
殿
一

到
二
北
廊
一
引
レ
綱
懸
レ
之
、
件
綱
召
二
馬
寮
一
云
々
、〉
舞
人
四
五
人

参
入
、
即
賜
二
装
束
一
、
其
外
不
二
参
入
一
、
各
以
レ
使
請
二
装
束
一
、

仍
給
了
、此
事
奇
怪
也
、舞
人
陪
従
参
入
賜
レ
之
、古
今
之
例
事
也
、

殿
上
人
自
二
去
夜
一
宿
候
者
也
、
而
如
レ
之
、
是
近
年
之
例
也
、
猶

可
レ
被
二
戒
仰
一
事
也
、
公
事
之
淩
遅
在
二
如
レ
此
之
事
一
歟
、
予
即

退
下
着
二
束
帯
一
又
参
上
、
仰
二
蔵
人
一
令
レ
奉
二
仕
御
装
束
御
禊
御

座
一
也
、

　

蔵
人
頭
資
房
は
未
明
に
御
前
に
参
上
し
た
（
宿
直
し
て
い
た
資
房
は

宿
衣
を
着
用
し
て
い
た
）。
天
皇
か
ら
下
賜
す
る
舞
人
の
装
束
を
、
参

上
し
た
舞
人
に
渡
し
た
後
に
い
っ
た
ん
宿
所
に
退
下
し
た
。
束
帯
に
着

替
え
て
ま
た
参
上
し
て
、
蔵
人
に
命
じ
て
臨
時
祭
で
天
皇
の
御
禊
の
御

座
の
舗
設
を
行
わ
せ
た
。
天
皇
が
位
袍
（
黄
櫨
染
）
の
束
帯
で
出
御
し

て
行
う
御
禊
で
は
蔵
人
頭
が
陪
膳
し
、
五
位
蔵
人
が
益
供
し
た
か
ら

（『
江
家
次
第
』「
巻
第
十　

十
一
月　

賀
茂
臨
時
祭
」）、
資
房
は
束
帯

で
御
禊
陪
膳
を
担
当
し
た
こ
と
に
な
る
。　
　
　
　

　

以
上
、蔵
人
は
日
常
勤
務
を
、時
間
帯
に
よ
り
装
束
を
着
替
え
て
行
っ

て
お
り
、
宿
衣
か
ら
束
帯
、
束
帯
か
ら
宿
衣
へ
の
着
替
え
は
直
廬
＝
宿
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う
命
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
摂
政
宛
て
の
「
御
書
」
を
託
さ
れ
た
。
実

資
は
帰
宅
し
て
「
束
帯
」
に
着
替
え
て
、
摂
政
殿
に
参
入
し
た
。
天
皇

の
御
書
で
は
な
く
円
融
院
の
御
書
で
あ
る
が
、
院
参
の
際
に
は
着
替
え

ず
、
院
「
御
書
」
を
摂
政
に
奉
呈
す
る
と
き
「
束
帯
」
に
着
替
え
て
い

る
こ
と
が
興
味
深
い
。
天
皇
「
御
書
使
」
の
束
帯
が
位
袍
だ
っ
た
の
か

麹
塵
袍
だ
っ
た
の
か
、
実
例
か
ら
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
天
皇
が

麹
塵
袍
を
着
て
い
な
い
と
き
に
命
じ
ら
れ
た
場
合
は
、
後
述
す
る
よ
う

に
麹
塵
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
天
皇
麹
塵
の
場
合
は
、位
袍
で
あ
る
。

②
諸
使

　
『
侍
中
群
要
』「
第
八　

諸
使
事
」
に
は｢

唐
物
使｣

以
下
五
〇
の
勅

使
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
発
遣
さ
れ
る
使
に
は
多
く
殿
上
人
・
近
衛

将
・
内
侍
・
蔵
人
所
・
瀧
口
ら
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
蔵
人
が
指
定
さ

れ
て
い
る
の
は
唐
物
使
（「
近
代
蔵
人
已
下
」）・
八
十
島
使
（「
典
侍
・

蔵
人
」）・
遷
内
侍
所
神
使
（「
五
位
蔵
人
」）・
祈
雨
使
（「
六
位
蔵
人
」）・

納
宜
陽
殿
御
物
使
（｢

近
衛
将
・
蔵
人｣

）・
女
御
更
衣
養
産
使
（「
蔵
人
」）

な
ど
に
限
ら
れ
る
。
蔵
人
が
使
と
な
ら
な
い
の
に
立
項
さ
れ
て
い
る
の

は
、
諸
使
の
発
遣
に
関
わ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
装
束
に
つ
い
て
記
し
て

い
な
い
の
は
、
蔵
人
が
発
遣
さ
れ
る
す
べ
て
の
勅
使
の
装
束
が
、
内
裏

勤
務
の
延
長
で
あ
っ
て
、
位
袍
の
束
帯
か
青
色
の
束
帯
の
い
ず
れ
か
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

六
位
蔵
人
が
勅
使
と
し
て
大
和
国
丹
生
・
河
上
両
社
に
発
遣
さ
れ
る

祈
雨
使
の
場
合
、『
侍
中
群
要
』「
第
八　

祈
雨
使
事
」
に
、

蔵
人
発
二
向
大
和
国
丹
生
河
上
雨
師
社
一
、
上
卿
着
二
陣
座
一
、
召
二

勅
使
一
給
二
宣
命
一
、〈
有
官
把
笏
耳
、〉
給
了
罷
出
、
滝
口
小
舎
人

舎
人
一
人
持
二
御
書
一
、
昨
日
午
時
給
二
御
書
一
、
同
日
亥
時
着
二
此

所
一
云
々
、〉
御
前
敷
二
茵
等
一
、
即
進
二
奉
御
書
一
、
有
二
酒
肴
一
、

又
被
レ
奉
二
銀
透
餌
袋
一
、
其
中
入
二
金
菓
子
等
一
云
々
、
予
取
伝
二

奉
御
簾
中
一
、
小
時
自
二
御
簾
中
一
、
給
二
勅
使
禄
一
之
次
、
給
二
御

返
事
一
、〈
女
装
束
一
襲
、〉
小
舎
人
給
二
疋
絹
一
了
、
此
間
寄
二
御

輿
一
了
、

と
あ
る
。
記
主
藤
原
資
房
は
蔵
人
頭
、
斎
王
（
良
子
内
親
王
）
群
行
に

随
行
し
て
い
た
。
右
少
将
源
資
綱
が
御
書
使
（
勅
使
）
と
し
て
束
帯
を

着
て
「
此
所
」（
甲
賀
頓
宮
）
に
参
入
し
、斎
王
に
御
書
を
奉
呈
し
た
。

資
房
が
取
り
次
い
で
斎
王
御
簾
中
に
奉
っ
て
い
る
。
資
綱
は
蔵
人
で
は

な
く
殿
上
人
で
あ
る
が
、
蔵
人
も
同
様
に
理
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
彼

は
伊
賀
頓
宮
ま
で
は
騎
馬
で
「
衣
冠
」
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が（

（2
（

、
頓
宮

に
到
着
し
て
「
束
帯
」
に
着
替
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
『
小
右
記
』
永
延
三
年
（
九
八
九
）
正
月
二
十
三
日
条
に
、

遅
明
参
二
般
若
寺
一
、
相
二
遇
義
蔵
師
一
聊
有
二
相
□
事
一
、
退
帰
之
途

中
有
二
院
召
一
、
即
参
入
、
仰
云
、
当
年
院
分
受
領
可
レ
給
二
判
官

代
（
源
）
重
文
一
、（
源
）
国
挙
已
為
二
上
﨟
一
、而
無
二
事
勤
一
之
由
、

重
文
居
二
当
職
一
兼
致
二
事
勤
一
、
以
二
此
由
一
可
レ
示
二
摂
政
一
者
、
又

有
二
御
書
一
、
帰
篳
之
後
束
帯
参
二
摂
政
殿
一
、
奉
二
御
書
一
次
申
二

御
消
息
一
云
、
被
レ
献
二
御
報
一
、
又
被
レ
申
二
奉
レ
仰
之
由
一
、
廼
帰

参
奏
聞
、

と
あ
る
。
記
主
藤
原
実
資
は
蔵
人
頭
・
円
融
院
別
当
。
実
資
は
私
用
で

大
和
般
若
寺
に
参
っ
た
帰
途
、
院
召
に
よ
っ
て
院
参
し
（
着
衣
は
直
衣

だ
ろ
う
）、
院
か
ら
院
分
受
領
の
推
挙
を
摂
政
兼
家
に
申
し
入
れ
る
よ
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一
人
持
レ
蘇
、
一
人
持
二
甘
栗
一
先
行
、

と
あ
る
。
摂
政
太
政
大
臣
藤
原
忠
実
の
正
月
大
饗
に
お
い
て
、
遅
刻
し

た
蘇
甘
栗
使
の
六
位
蔵
人
兵
衛
尉
藤
原
為
忠
が
来
る
の
を
、
請
客
使
の

藤
原
宗
能
が
父
中
納
言
宗
忠
の
教
命
に
従
っ
て
待
ち
続
け
、
よ
う
や
く

申
刻
始
（
午
後
三
時
ご
ろ
）
に
や
っ
て
き
た
蘇
甘
栗
使
為
忠
は
「
青
色

袍
」
の
束
帯
を
着
用
し
て
い
た
。『
侍
中
群
要
』
の
「
麹
塵
袍
」
が
『
西

宮
記
』
と
『
長
秋
記
』
の
事
例
で
は
「
青
色
（
袍
）」
と
さ
れ
て
お
り
、

「
麹
塵
袍
」
と
「
青
色
袍
」
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

④
輦
車
宣
旨
使

　

こ
こ
で
い
う
「
輦
車
宣
旨
」
は
、
特
定
個
人
に
対
し
て
宮
城
門
か
ら

宮
門
ま
で
を
輦
車
で
通
行
す
る
こ
と
を
勅
許
す
る
通
常
の
輦
車
宣
旨
で

は
な
い
。
通
常
の
輦
車
宣
旨
は
、
特
定
個
人
に
勅
許
す
る
よ
う
蔵
人
か

ら
伝
え
ら
れ
た
上
卿
が
、
勅
許
を
弾
正
台
・
検
非
違
使
・
外
記
に
伝
達

す
る
官
方
宣
旨
を
い
う（

（3
（

。
こ
こ
で
い
う
輦
車
宣
旨
は
、
と
く
に
東
宮
・

親
王
・
女
子
が
宮
門
内
に
入
る
と
き
、
そ
の
都
度
、
通
行
を
勅
許
す
る

蔵
人
方
宣
旨
で
あ
る（

（3
（

。　

 

　
『
侍
中
群
要
』「
第
八　

仰
輦
車
宣
旨
事
」に
、「
蔵
人
奏
二
事
由
一
之
後
、

著
二
麹
塵
袍
一
、
向
二
其
人
参
入
之
陣
一
、〈
退
之
時
不
レ
向
レ
陣
、
直
召
二

吉
上
腋
陣
一
仰
レ
之
、〉」、「
蔵
人
承
二
宣
旨
一
、
随
二
参
入
之
告
一
、
著
二

麹
塵
袍
一
、〈
束
帯
或
以
二
位
袍
一
仰
レ
之
、
可
レ
随
レ
便
、〉」
と
あ
る
。
輦

車
参
内
が
勅
許
さ
れ
て
い
る
特
定
個
人
（
東
宮
・
親
王
・
女
子
）
が
参

内
し
た
と
左
衛
門
陣
か
ら
連
絡
を
受
け
る
と
、蔵
人
は
天
皇
に
奏
聞
し
、

宣
旨
を
受
け
て
、「
麹
塵
袍
」
の
束
帯
を
着
用
し
て
、諸
陣
（
左
近
衛
陣
・

左
兵
衛
陣
・
左
衛
門
陣
）
に
向
か
い
、
そ
の
人
が
輦
車
に
乗
っ
た
ま
ま

等
相
従
之
、
路
次
供
給
、
蔵
人
往
還
之
間
給
二
上
日
一
如
レ
恒
、

と
あ
る
。
陣
座
で
上
卿
か
ら
宣
命
を
受
け
る
が
、そ
の
と
き
は
「
把
笏
」

す
る
と
あ
る
か
ら
束
帯
で
あ
る
。

　

神
前
で
宣
命
を
読
み
奉
幣
す
る
と
き
も
「
束
帯
」
で
あ
る
。
後
述
の

と
お
り
、
通
常
は
麹
塵
袍
で
あ
っ
た
。
出
立
か
ら
到
着
ま
で
騎
馬
で
行

く
路
次
の
服
装
は
他
の
場
合
か
ら
「
衣
冠
」
で
あ
る
。

③
蘇
甘
栗
使

　
『
侍
中
群
要
』「
第
八　

蘇
・
甘
栗
使
事
」
の
部
分
に
、「
大
臣
家
大
饗
、

内
蔵
人
奉
レ
仰
召
二
仰
出
納
一
、
令
レ
調
二
蘇
・
甘
栗
等
一
、〈
在
レ
所
、〉
蘇

四
壺
・
栗
十
六
籠
、
各
入
二
折
樻
一
合
一
、〈
合
二
合
也
、〉
置
二
土
高
坏
一
、

…
蔵
人
束
帯〈
著
二
麹
塵
袍
一
、〉向
二
彼
家
一
、入
二
立
便
所
一
、」と
あ
る
。

大
臣
大
饗
の
際
に
、
蔵
人
は
天
皇
の
命
令
を
う
け
て
大
臣
に
下
賜
す
る

蘇
・
甘
栗
を
出
納
に
用
意
さ
せ
、
蘇
・
甘
栗
使
と
し
て
大
臣
家
に
向
か

う
が
、
そ
の
時
蔵
人
は
束
帯
を
着
用
し
、
表
衣
は
位
袍
で
は
な
く
、
麹

塵
袍
を
着
用
す
る
の
で
あ
る
。

　
『
西
宮
記
』「
恒
例
第
一　

正
月　

蘇
甘
栗
事
」
で
は
、
蘇
甘
栗
使
は

「
青
色
」
を
着
用
す
る
、
と
あ
る
。

　

実
例
を
み
る
と
、
例
え
ば
、『
長
秋
記
』
天
永
四
年
（
一
一
一
三
）

正
月
十
六
日
条
に
、

午
刻
参
向
、〈
蒔
絵
剣
、
丸
友
帯
、〉
…
（
請
客
使
右
近
権
少
将
）

宗
能
朝
臣
承
レ
仰
雖
二
退
出
一
、
暫
経
二
廻
細
殿
邊
一
、
尚
待
二
甘
栗

使
一
也
、
是
父
中
納
言
教
命
也
、
申
始
蔵
人
兵
衛
尉
為
忠
参
仕
、

〈
青
色
袍
、
紅
梅
下
襲
、
萌
木
袴
、
黒
半
臂
、
細
剣
、〉
小
舎
人
二

人
著
二
衣
冠
一
相
具
、〈
則
季
、
常
行
、〉
所
下
部
二
人
著
二
赤
衣
一
、
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こ
の
記
事
と
上
述
し
た
勅
使
の
「
束
帯
」「
麹
塵
袍
」「
位
袍
」
が
ど
う

関
係
す
る
の
か
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
じ
く
、『
侍
中
群
要
』

「
第
五　

装
束
蔵
人
事
」
に
「
至
二
于
青
色
一
、用
二
束
帯
一
後
用
二
宿
衣
一
」

と
あ
る
。
蔵
人
は
、
青
色
袍
＝
麹
塵
袍
を
束
帯
と
し
て
着
用
し
て
着
古

し
た
ら
「
宿
衣
」
に
転
用
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
注
目
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
天
皇
が
着
用
し
た
直
衣
の
麹
塵
袍
が
蔵
人

に
下
賜
さ
れ
、
蔵
人
は
そ
れ
を
は
じ
め
は
束
帯
に
、
そ
し
て
着
古
し
た

ら
宿
衣
（
蔵
人
頭
は
直
衣
、
五
位
六
位
蔵
人
は
衣
冠
）
へ
と
順
次
、
転

用
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
天
皇
か
ら
下
賜
さ
れ
た
お
下

が
り
の
直
衣
の
袍
を
、
は
じ
め
て
束
帯
袍
と
し
て
着
用
す
る
機
会
が
勅

使
・
城
外
勅
使
な
ら
、
勅
使
の
束
帯
は
、
原
則
と
し
て
麴
塵
袍
の
束
帯

と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、
新
蔵
人
が
禁
色
着
用
を
許
さ
れ
て
禁
色
＝
麹
塵
袍
の
束
帯

を
着
て
吉
書
奏
を
し
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
蔵
人
は
、
天

皇
か
ら
下
賜
さ
れ
た
麹
塵
袍
を
着
て
天
皇
に
奏
聞
し
、
天
皇
か
ら
下
賜

さ
れ
た
麹
塵
袍
を
着
て
勅
使
と
し
て
遣
わ
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
天
皇
と
官
司
・
臣
下
と
の
間
を
媒
介
す
る
蔵
人
が
、
天
皇
の
分
身

と
し
て
臣
下
の
奏
聞
を
取
り
次
ぎ
、
天
皇
の
分
身
＝
勅
使
と
し
て
勅
旨

を
神
祗
や
臣
下
・
官
司
に
伝
達
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
蔵
人
の
、

天
皇
の
分
身
で
あ
る
こ
と
の
表
象
が
、
天
皇
か
ら
下
賜
さ
れ
た
、
天
皇

が
着
用
し
た
御
衣
＝
禁
色
＝
麹
塵
袍
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
推
測
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
、
①
御
書
使
、
②
諸
使
を
命
じ
ら

れ
た
蔵
人
が
着
て
い
た
束
帯
も
、
麹
塵
袍
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
た
だ
し
勅
使
を
拝
命
し
た
蔵
人
が
、
つ
ね
に
麹
塵
袍
を
着
用
し
た

そ
の
門
を
通
過
す
る
こ
と
を
認
め
る
よ
う
陣
官
・
吉
上
に
命
じ
る
の
で

あ
る
。
位
袍
の
束
帯
で
も
よ
か
っ
た
。

　

具
体
例
を
み
る
と
、『
中
右
記
』
寛
治
五
年
（
一
〇
九
一
）
十
月

二
十
五
日
条
で
は
、「
次
蔵
人
左
兵
衛
尉
藤
永
実
、〈
着
二
青
色
一
、〉
仰
二

輦
車
宣
旨
一
、」
と
あ
り
、
篤
子
内
親
王
が
里
内
裏
堀
河
院
に
入
内
す

る
さ
い
、｢

青
色｣
を
着
た
蔵
人
藤
原
永
実
が
北
門
前
で
輦
車
宣
旨
を

仰
せ
て
い
る
。
同
六
年
二
月
十
七
日
条
に
も
同
様
の
例
が
見
ら
れ
る
。

こ
こ
で
も
「
麹
塵
」
と
「
青
色
」
が
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き

り
わ
か
る
。

⑤
諸
召

　
『
侍
中
群
要
』「
第
八　

諸
召
」
に
、
天
皇
の
仰
を
受
け
た
蔵
人
が
、

左
右
近
衛
陣
座
や
議
所
に
着
す
る
上
卿
や
公
卿
を
天
皇
御
前
に
召
す
儀

式
行
事
と
し
て
「
御
斎
会
召
」「
議
所
召
（
宜
陽
殿
召
）」「
左
仗
座
召
」

「
依
レ
仰
召
二
上
卿
一
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
蔵
人
の
服

装
は
、
第
二
章
で
述
べ
た
、
蔵
人
が
陣
座
の
上
卿
に
天
皇
の
仰
せ
を
伝

え
る
と
き
、
束
帯
を
着
用
し
た
こ
と
か
ら
、
束
帯
で
あ
っ
た
。
御
斎
会

の
場
合
、『
雲
図
抄（

（3
（

』
に
は
、「
行
事
蔵
人
、
必
着
二
青
色
一
、
出
二
右
近

陣
一
召
二
諸
卿
一
、」
と
あ
り
、
青
色
束
帯
で
あ
っ
た
。「
御
斎
会
召
」
で

蔵
人
が
青
色
を
着
る
と
い
う
こ
と
は
、「
議
所
召
（
宜
陽
殿
召
）」「
左

仗
座
召
」「
依
レ
仰
召
二
上
卿
一
」
で
も
青
色
だ
っ
た
と
類
推
さ
れ
る
。

　

一
方
で
、『
侍
中
群
要
』「
第
五　

装
束
蔵
人
事
」
に
「
蔵
人
為
二
勅

使
一
、
并
依
二
可
レ
然
事
一
城
外
之
時
、
下
御
直
衣
著
用
」
と
あ
り
、
蔵

人
が
勅
使
お
よ
び
「
城
外
」（
京
外
）
派
遣
と
き
（
こ
れ
も
勅
使
の
一

形
態
）、
天
皇
か
ら
下
賜
さ
れ
た
「
御
直
衣
」
を
着
用
す
る
、
と
あ
る
。
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（
３
）『
侍
中
群
要
』
の
い
う
「
宿
装
束
」「
宿
衣
」
は
、蔵
人
頭
の
場
合
、

「
雑
袍
宣
旨
」
に
よ
る
「
直
衣
」
で
あ
り
、
五
位
蔵
人
・
六
位
蔵
人
の

場
合
、（
宣
旨
で
は
な
く
）
蔵
人
頭
か
上
﨟
蔵
人
の
指
示
に
よ
る
「
衣
冠
」

で
あ
っ
た
。

（
４
）
蔵
人
は
、
①
宿
直
明
け
か
ら
午
一
刻
の
朝
御
膳
ま
で
の
天
皇
奉

仕
や
昼
御
座
の
鋪
設
な
ど
（
ま
た
朝
大
盤
＝
殿
上
人
・
蔵
人
の
朝
食
）

は
宿
衣
の
ま
ま
、
②
午
一
刻
の
朝
御
膳
か
ら
酉
一
刻
の
夕
御
膳
が
撤
さ

れ
る
ま
で
は
束
帯
。
③
夕
御
膳
撤
去
後
の
天
皇
奉
仕
や
昼
御
座
の
撤
去

（
ま
た
夕
大
盤
）
お
よ
び
宿
直
は
宿
衣
、
で
あ
っ
た
。
①
③
の
時
間
帯

で
も
蔵
人
頭
・
上
﨟
蔵
人
が
束
帯
で
あ
っ
た
ら
下
﨟
蔵
人
は
束
帯
に
着

替
え
る
。
束
帯
・
宿
衣
（
直
衣
の
蔵
人
頭
は
例
外
）
と
も
に
天
皇
が
麹

塵
袍
の
と
き
は
位
袍
、
天
皇
が
赤
白
袍
の
と
き
は
麹
塵
袍
で
あ
っ
た
。

陣
定
・
陣
申
文
が
夜
間
に
及
ん
だ
と
き
は
、
蔵
人
は
束
帯
の
ま
ま
待
機

し
た
。

（
５
）
蔵
人
頭
の
御
前
定
、
蔵
人
の
奏
下
な
ど
は
日
中
で
は
束
帯
、
夜

間
で
は
雑
事
は
宿
衣
の
ま
ま
で
よ
い
が
大
事
は
束
帯
で
奏
聞
し
た
。
蔵

人
は
上
卿
主
催
の
陣
定
・
陣
申
文
に
勅
旨
を
伝
え
る
た
め
に
、
ま
た
上

卿
か
ら
呼
び
出
さ
れ
て
陣
に
参
向
す
る
と
き
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
束
帯

で
あ
っ
た
。
公
卿
・
実
務
官
人
（
弁
・
史
）
が
位
袍
の
束
帯
で
参
加
す

る
陣
定
・
陣
申
文
＝
太
政
官
政
務
へ
の
参
向
だ
か
ら
束
帯
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
６
）
時
間
帯
・
勤
務
内
容
に
応
じ
て
、
束
帯
か
ら
宿
衣
、
宿
衣
か
ら

束
帯
へ
と
再
々
着
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
蔵
人
の
着
替
え
場
所
は
、

蔵
人
に
宛
て
ら
れ
た
宿
所
＝
直
廬
で
あ
っ
た
。

わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、④
輦
車
宣
旨
使
が
「
著
二
麹
塵
袍
一
、〈
束

帯
或
以
二
位
袍
一
仰
之
、
可
レ
随
レ
便
、〉」
と
あ
る
よ
う
に
、
場
合
に
よ
っ

て
は
「
位
袍
」
を
着
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
位
袍

着
用
が
輦
車
宣
旨
使
の
特
例
な
の
か
、ま
た
ど
の
よ
う
な
場
合
な
の
か
、

そ
し
て
他
の
勅
使
に
も
通
じ
る
の
か
は
な
お
検
討
を
要
す
る
。
天
皇
が

麹
塵
袍
で
御
座
に
出
御
し
て
い
た
と
き
に
勅
使
を
命
じ
ら
れ
た
場
合
、

位
袍
を
着
用
す
る
と
い
う
の
が
、「
可
レ
随
レ
便
」
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
論
じ
て
き
た
要
点
を
ま
と
め
る
と
、以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）『
侍
中
群
要
』「
第
一　

蔵
人
初
参
事
」
に
み
え
る
新
蔵
人
の
装

束
は
、
①
参
内
・
退
出
の
装
束
は
位
袍
の
束
帯
、
②
日
中
勤
務
の
服
装

は
禁
色
宣
旨
を
得
た
の
ち
は
麹
塵
袍
ま
た
は
位
袍
の
束
帯
、
③
宿
直
時

の
装
束
は
「
宿
衣
」、
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
新
任
時
だ
け
の
特
別
な
儀

礼
的
装
束
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
日
常
勤
務
に
お
け
る
蔵
人
の
装
束
と

し
て
一
般
化
し
て
差
し
支
え
な
い
。

（
２
）
新
蔵
人
は
「
禁
色
宣
旨
」
に
よ
っ
て
天
皇
着
用
の
直
衣
の
麹
塵

袍
を
下
賜
さ
れ
、
そ
れ
を
着
用
し
て
「
吉
書
奏
」
を
行
い
、
そ
の
後
は

日
中
勤
務
の
束
帯
、
宿
直
時
の
宿
衣
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
麹
塵
（
青

色
）
袍
の
着
用
が
許
さ
れ
る
が
、
天
皇
が
麹
塵
袍
を
着
て
御
座
所
に
居

る
と
き
は
、
位
袍
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
天
皇
御
衣
の
下
賜
と
天
皇

と
の
同
色
着
用
は
、
天
皇
と
の
恩
寵
関
係
に
も
と
づ
く
蔵
人
集
団
の
特

権
的
地
位
を
表
象
す
る
。
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（
東
京
大
学
出
版
会　

二
〇
一
八
年
）

　
（
4
）		

渡
辺
直
彦
校
注
『
侍
中
群
要
』（
続
神
道
大
系　

朝
儀
祭
祀
編　

一
九
九
八
年
）

　
（
5
）		

桃
崎
有
一
郎
「『
西
宮
記
』
に
見
る
平
安
中
期
慶
申
（
拝
賀
・
奏
慶
・

慶
賀
）
の
形
態
と
特
質
」（『
立
命
館
文
学
』
六
二
四
号　

二
〇
一
二
年
）

は
「
腋
陣
」
を
中
隔
の
南
西
・
南
東
角
に
あ
る
左
・
右
掖
門
に
該
当
す

る
と
す
る
。

　
（
6
）		

目
崎
徳
衛
校
訂
解
説
『
侍
中
群
要
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九
八
五
年
）

「
解
説
」
に
「『
侍
中
群
要
』
の
編
纂
は
ほ
ぼ
円
融
朝
か
ら
後
一
条
・
後

朱
雀
朝
頃
に
か
け
て
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
あ
り
、「
近

来
」
は
一
〇
世
紀
後
半
～
一
一
世
紀
前
半
と
考
え
て
お
く
。

　
（
7
）		

『
蔵
人
補
任
』
久
寿
二
年
条
に
「
蔵
人
頭　

正
四
位
下　

藤
原
光
頼

　

七
月
廿
四
日
補
」
と
あ
る
。

　
（
8
）		

『
伝
宣
草　

下
』（『
群
書
類
従
』
巻
一
一
一
）「
下
二
弾
正
一
宣
旨
」 

「
下
二
検
非
違
使
一
宣
旨
」）

　
（
9
）		

本
稿
で
は
神
道
大
系
本
を
利
用
し
て
お
り
、
巻
数
表
記
は
神
道
大
系

本
に
よ
る
。

　
（
10
）		

た
と
え
ば
い
ず
れ
も
後
掲
す
る
史
料
だ
が
、『
小
右
記
』
寛
弘
八
年

（
一
〇
一
一
）
七
月
二
十
四
日
条
「
晩
頭
々
馬
頭
（
藤
原
通
任
）
来
云
、

昨
日
被
レ
下
二
禁
色
・
雑
袍
宣
旨
一
、
即
着
二
禁
色
一
、
左
相
府
下
襲
・
表

袴
者
」、『
時
信
記
』
天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
十
二
月
二
十
二
日
条
「
予

申
二
下
御
装
束
一
、〈
御
下
重
・
御
半
臂
・
表
御
袴
等
也
〉、
差
二
副
小
舎

人
一
人
一
、
送
二
新
頭
中
将
亭
一
、
是
兼
所
レ
被
二
示
付
一
也
、
…
早
退
出

着
二
禁
色
一
帰
参
之
後
、
可
二
従
事
一
也
、」
な
ど
。

　
（
11
）		
小
川
彰
「
禁
色
勅
許
の
装
束
に
つ
い
て
」（『
後
期
摂
関
時
代
史
の
研

究
』　

吉
川
弘
文
館　

一
九
九
〇
年
）

　
（
12
）		

『
西
宮
記
』「
卷
十　

侍
中
事
」
に
「
主
上
服
（
御
）
菊
塵
之
日
、
蔵

人
不
レ
知
二
其
由
一
、
着
同
色
服
之
時
、
登
時
改
二
其
服
色
一
、」
と
あ
り
、

（
７
）
蔵
人
が
勅
使
（
①
御
書
使
・
②
諸
使
・
③
蘇
甘
栗
使
・
④
輦
車

宣
旨
使
・
⑤
諸
召
）
と
し
て
参
向
す
る
と
き
、
蔵
人
は
天
皇
か
ら
下
賜

さ
れ
た
麹
塵
袍
の
束
帯
を
着
用
し
た
が
、
そ
れ
は
勅
使
が
天
皇
の
分
身

で
あ
る
こ
と
の
表
象
で
あ
っ
た
。

　

蔵
人
の
装
束
に
つ
い
て
残
さ
れ
た
課
題
は
、
行
事
蔵
人
と
し
て
関
与

す
る
恒
例
・
臨
時
の
儀
式
行
事
に
お
け
る
装
束
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ

の
問
題
を
、
行
事
の
性
格
、
担
当
す
る
業
務
内
容
、
出
御
し
た
天
皇
の

装
束
、
行
事
の
場
所
、
な
ど
と
の
相
関
関
係
に
お
い
て
検
討
し
た
い
。

注（
1
）		

束
帯
の
成
立
に
つ
い
て
は
佐
多
芳
彦
『
服
制
と
儀
式
の
有
職
故
実
』

吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
八
年　

第
一
部
第
一
章
「「
朝
服
」
と
「
束
帯
」

―
用
例
か
ら
み
た
平
安
初
期
公
家
服
制
」、
同
「
平
安
初
期
の
公
家
服

制
に
つ
い
て
―
束
帯
姿
成
立
の
背
景
」（『
立
正
史
学
』
一
一
〇
号　

二
〇
一
一
年
）、
禁
色
に
つ
い
て
は
大
丸
弘
「
禁
色
聴
許
の
被
服
学
的

研
究
」（『
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
論
集
』
一
号　

一
九
六
三
年
）、
小
川

彰
「
古
記
録
記
事
を
通
し
て
み
た
る
禁
色
勅
許
―
平
安
後
期
殿
上
人
層

を
中
心
と
し
て
」（『
国
史
学
』
一
二
七
号　

一
九
八
五
年
）、
同
「
禁

色
勅
許
の
装
束
に
つ
い
て
」（『
後
期
摂
関
時
代
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文

館　

一
九
九
〇
年
）、
雑
袍
に
つ
い
て
は
大
丸
弘
「
禁
色
雑
袍
の
風
俗

史
的
研
究
」（『
風
俗
』
三
号　

一
九
六
四
年
）、
佐
藤
早
紀
子
「
平
安

中
期
の
雑
袍
勅
許
」（『
史
林
』
九
四
巻
三
号　

二
〇
一
一
年
）
な
ど
。

　
（
2
）		

拙
稿
「
平
安
貴
族
の
勤
仕
の
「
場
」
と
装
束
―
着
替
え
を
中
心
に
―
」

（『
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要　

第
二
部
（
文
化
教
育
開
発

関
連
領
域
）』
六
五
号　

二
〇
一
六
年
）

　
（
3
）		

中
井
真
木
『
王
朝
社
会
の
権
力
と
服
装
―
直
衣
参
内
の
成
立
と
意
義
』
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（
26
）		

衣
冠
か
ら
布
袴
に
着
替
え
る
時
は
、
袍
を
替
え
て
、
石
帯
を
締
め
、

扇
に
代
え
て
笏
を
持
つ
だ
け
で
よ
い
。
束
帯
と
比
べ
て
着
替
え
に
か
か

る
時
間
は
は
る
か
に
短
い
。

　
（
27
）		

前
掲
注
２

　
（
28
）		

中
町
美
香
子
「
平
安
時
代
中
後
期
の
里
内
裏
空
間
」（『
史
林
』
八
八

巻
四
号　

二
〇
〇
五
年
）

　
（
29
）		

近
藤
好
和
『
装
束
の
日
本
史
』（
平
凡
社　

二
〇
〇
七
年
）
が
「
衣

冠
は
勅
使
や
行
幸
供
奉
な
ど
で
平
安
京
外
に
公
務
で
出
向
く
時
に
目
的

地
ま
で
の
道
中
に
着
用
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
（
30
）		

『
西
宮
記
』「
臨
時
一
（
乙
）
臨
時
雑
宣
旨
」
の
「
輦
車
宣
旨
」、『
伝

宣
草
』下「
諸
宣
旨
事　

一
下
外
記
宣
旨
」の
う
ち「
牛
車
輦
車
事
」（『
群

書
類
従
』
巻
一
一
一
）

　
（
31
）		

渡
辺
直
彦
『
日
本
古
代
官
位
制
度
の
基
礎
的
研
究　

増
訂
版
』
第
五

篇
第
五
章
「
蔵
人
式
と
蔵
人
方
行
事
」（
吉
川
弘
文
館　

一
九
七
八
年
）

　
（
32
）		

『
群
書
類
従
』
巻
八
二

（
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
）

ま
た
『
侍
中
群
要
』「
第
五　

装
束
」
に
「
麹
塵
袍　

除
二
節
会
并
主
上

着
御
日
一
之
外
、
可
レ
然
揭
焉
所
必
着
之
」
と
あ
る
。

　
（
13
）		
『
公
卿
補
任
』
長
元
三
年
参
議
正
四
位
下
源
経
頼
の
尻
付
に
、
長
和

五
年
（
一
〇
一
六
）
正
月
蔵
人
左
少
弁
。
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
正

月
止
蔵
人
。
同
三
年
十
二
月
転
右
中
弁
。
同
四
年
十
一
月
転
権
左
中
弁
。

治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
十
二
月
転
左
中
弁
。
長
元
二
年
（
一
〇
二
九
）

正
月
転
右
大
弁
蔵
人
頭
。
長
元
三
年
（
一
〇
三
〇
）
十
一
月
任
参
議
、

と
あ
る
。

　
（
14
）		

『
日
本
の
絵
巻
８
』　

中
央
公
論
社　

一
九
九
四
年

　
（
15
）		

『
群
書
類
従
』
巻
一
〇
三

　
（
16
）		

鈴
木
敬
三
『
有
職
故
実
図
典
―
服
装
と
故
実
―
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
五
年
）

　
（
17
）		

近
藤
好
和
『
装
束
の
日
本
史
』（
平
凡
社　

二
〇
〇
七
年
）

　
（
18
）		

増
田
美
子
『
日
本
衣
服
史
』　
（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
〇
年
）

　
（
19
）		

中
井
真
木
「『
枕
草
子
』
に
描
か
れ
た
男
性
の
宿
直
装
束
に
つ
い
て
」

（W
aseda Global Forum

　

十
二
号　

二
〇
一
五
年
）

　
（
20
）		

中
井
真
木
『
王
朝
社
会
の
権
力
と
服
装
―
直
衣
参
内
の
成
立
と
意
義
』

（
東
京
大
学
出
版
会　

二
〇
一
八
年
）
第
二
章
「
雑
袍
勅
許
」

　
（
21
）		

前
掲
注
20
、
八
二
頁

　
（
22
）		

『
角
川
古
語
大
辞
典
』
に
「
六
位
蔵
人
の
う
ち
、
最
上
席
、
最
古
参

の
者
」
と
あ
る
。

　
（
23
）		

前
掲
注
20
、
一
一
六
頁

　
（
24
）		

『
平
安
時
代
史
事
典
』「
直
衣
」
の
項
に
「
冬
に
檜
扇
、
夏
に
蝙
蝠
扇

を
手
に
し
た
」、「
衣
冠
」
の
項
に
「
手
に
は
笏
に
替
わ
り
冬
は
檜
扇
、

夏
は
蝙
蝠
扇
を
持
ち
」
と
あ
る
。

　
（
25
）		

佐
藤
全
敏
「
第
三
部　

天
皇
の
食
事
と
贄
―
政
務
原
理
変
容
の
基
底　

第
一
章　

古
代
天
皇
の
食
事
と
贄
」『
平
安
時
代
の
天
皇
と
官
僚
制
』（
東

京
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
八
年
）


